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郭
沫
若
の
旧
体
詩
に
お
け
る
自
然
と
の
交
感 

▼ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

横
打 

理
奈 

 

は
じ
め
に 

 

郭
沫
若
の
『
女
神
』
の
重
要
な
思
想
の
一
つ
と
し
て
汎
神
論
が
挙

げ
ら
れ
る
。
郭
沫
若
に
と
っ
て
の
汎
神
論
と
は
、
荘
子
に
由
来
す
る

「
宇
宙
万
物
を
一
つ
の
実
在
す
る
本
体
の
あ
ら
わ
れ
」
（
『
創
造
十

年
』
）
に
お
い
て
自
然
と
人
間
を
一
体
の
も
の
と
み
な
す
考
え
方
で

あ
っ
た
。
事
実
、
『
女
神
』
の
中
に
は
詩
人
と
自
然
と
の
交
感
を
主

題
に
し
た
作
品
が
少
な
か
ら
ず
あ
る
。 

 

そ
こ
で
本
論
で
は
、
郭
沫
若
の
中
で
自
然
と
の
交
感
と
い
う
モ
チ

ー
フ
が
ど
の
よ
う
に
醸
成
さ
れ
て
き
た
の
か
、
そ
れ
を
郭
沫
若
の
旧

体
詩
か
ら
探
っ
て
い
き
た
い
。
こ
こ
で
は
、
特
に
『
女
神
』
制
作
時

期
ま
で
の
旧
体
詩
に
限
定
し
て
見
て
み
た
い
。 

 
 一

、
留
日
初
期
の
叙
景
詩 

郭
沫
若
の
留
日
初
期
に
書
か
れ
た
旧
体
詩
に
は
、
自
然
の
情
景
を
詠

む
所
謂
、
叙
景
詩
に
分
類
さ
れ
る
作
品
が
幾
つ
か
あ
る
。 

  
 

房
州
北
条
一 

 

鏡
浦
真
如
鏡
、 

 
 

鏡
浦
は
真
に
鏡
の
如
く
、 

 

波
舟
蕩
月
明
。 
 
 

波
舟
は
月
明
か
り
に
蕩
ふ
。 

 

遙
将
一
樽
酒
、 

 
 

遙
か
に
将(

と)

る
一
樽
酒
、 

 

載
向
島
前
傾
。 

 
 

載
せ
て
向
か
ひ
島
前
に
傾
け
ん
。 

 
 
 
 
 

【
訳
】 

鏡
ヶ
浦
は
本
当
に
鏡
の
よ
う
、
波
間
の
舟
は
ま
る
で
月
明
か
り
に
浮

い
て
い
る
。 

は
る
か
遠
く
に
酒
杯
を
か
か
げ
、
島
と
差
し
向
か
い
に
飲
み
た
い
も 

の
だ
。 

【
語
釈
】 

鏡
浦
…
鏡
ヶ
浦
は
千
葉
県
に
あ
る
湾
で
、
館
山
湾
の
別
称
で
、
那
古
浦

と
も
呼
ば
れ
る
。
富
士
山
を
鏡
の
よ
う
に
写
す
静
か
な
湾
と
い
う
こ
と

が
語
源
。
ま
た
こ
の
地
は
、
明
治
十
一
年
に
東
京
・
房
州
間
に
汽
船
が

就
航
し
た
こ
と
に
よ
り
、
そ
れ
ま
で
水
産
業
が
中
心
で
あ
っ
た
地
が
遊

楽
地
へ
と
変
化
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ま
た
明
治
三
十
一
年
に
第
一
高

等
学
校
の
水
泳
部
が
神
奈
川
県
の
三
浦
か
ら
水
練
場
を
移
動
し
た
こ

と
な
ど
に
よ
り
、
明
治
三
十
四
年
頃
か
ら
は
海
水
浴
場
と
し
て
も
有
名

に
な
り
人
が
多
く
集
ま
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

一
樽
酒
…
「
我
攜
一
樽
酒
、
獨
上
江
祖
石
。
」
（
李
白
「
獨
酌
清
溪
江

石
上
寄
權
昭
夷
」、『
全
唐
詩
』
巻
一
七
二
） 

  
 

房
州
北
条
三 

 

白
日
照
天
地
、 

 

白
日
天
地
を
照
ら
し
、 

 

秋
聲
入
早
潮
。 

 

秋
聲
早
潮
に
入
る
。 

 

披
襟
臨
海
立
、 

 

披
襟
海
に
臨
み
立
て
ば
、 

 

相
対
扇
峰
高
。 

 

相
ひ
対
し
て
扇
峰
高
し
。 

【
訳
】 

太
陽
は
天
地
を
照
ら
し
、
秋
風
は
朝
の
波
を
動
か
す
。 

胸
を
開
い
て
海
に
立
て
ば
、
向
こ
う
に
は
富
士
山
が
そ
び
え
て
い
る
。 

【
語
釈
】 

秋
聲
…
「
城
邊
有
古
樹
、
日
夕
連
秋
聲
。
」
（
李
白
「
沙
丘
城
下
寄
杜

甫
」、『
全
唐
詩
』
巻
一
七
二
） 

披
襟
…
「
披
襟
眺
滄
海
、
憑
軾
玩
春
芳
。
」（
太
宗
皇
帝
「
春
日
望
海
」
、

『
全
唐
詩
』
巻
一
） 

扇
峰
…
富
士
山
を
指
す
。
こ
こ
で
は
、
鏡
ヶ
浦
か
ら
遙
か
沿
岸
の
富
士

山
を
指
す
が
、
実
際
問
題
と
し
て
明
治
二
十
二
年
の
「
房
州
鏡
浦
略
図
」

や
大
正
四
年
に
描
か
れ
た
「
鏡
ケ
浦
図
絵
馬
」
な
ど
を
見
る
と
、
正
面 
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に
富
士
山
を
配
置
し
て
伊
豆
と
相
模
を
対
岸
に
重
ね
る
鏡
ヶ
浦
を

描
く
構
図
が
あ
る
。
こ
こ
に
は
誇
張
で
は
あ
る
に
し
て
も
描
か
れ
て

い
る
こ
と
、
ま
た
富
士
山
を
写
す
と
い
う
こ
と
が
語
源
と
い
う
地
名

を
考
え
る
と
、
恐
ら
く
遠
く
に
見
え
た
の
で
あ
ろ
う
。 

  
 

晩
眺 

 

暮
鼓
東
皐
寺
、 

 
 

暮
に
鼓
す
東
皐
の
寺
、 

 

鳴
箏
何
処
家
。 

 
 

箏
を
鳴
ら
す
は
何
処
の
家
か
。 

 

天
涯
看
落
日
、 

 
 

天
涯
に
落
日
を
看
、 

 

郷
思
寄
横
霞
。 

 
 

郷
思
横
霞
に
寄
す
。 

【
訳
】 

夕
暮
れ
に
鐘
打
つ
東
の
丘
の
寺
、
箏
を
奏
で
る
の
は
ど
こ
の
家
だ
ろ

う
。 

天
の
果
て
に
て
沈
む
太
陽
を
見
な
が
ら
、
望
郷
の
念
を
た
な
び
く
霞

に
託
し
た
。 

【
語
釈
】 

暮
鼓
…
「
曉
鼓
人
已
行
、
暮
鼓
人
未
息
。
」（
王
貞
白
「
長
安
道
」
、

『
全
唐
詩
』
巻
七
〇
一
） 

東
皐
…
「
登
東
皐
以
舒
嘯
、
臨
清
流
而
賦
詩
。
」（
陶
淵
明
「
歸
去

來
辭
」、『
文
選
』
巻
四
五
）、「
東
皋
薄
暮
望
、
徙
倚
欲
何
依
。
」（
王

績
「
野
望
」、
『
全
唐
詩
』
巻
三
七
） 

鳴
箏
…
「
樓
頭
小
婦
鳴
箏
坐
、
遙
見
飛
塵
入
建
章
。
」（
王
昌
齡
「
青

樓
曲
二
首
」、
『
全
唐
詩
』
巻
一
四
三
） 

天
涯
…
「
天
涯
非
日
觀
、
地
屺
望
星
樓
。
」（
駱
賓
王
「
久
客
臨
海

有
懷
」
、
『
全
唐
詩
』
巻
七
八
） 

落
日
…
「
出
山
看
落
日
、
驅
馬
向
秋
天
。
」（
高
適
「
河
西
送
李
十

七
」
、
『
全
唐
詩
』
巻
二
一
四
） 

  

自
然
と
の
交
感
と
い
う
視
点
か
ら
見
る
と
、「
房
総
北
条
一
」
は 

美
し
い
景
色
を
目
の
前
に
し
て
酒
を
飲
み
た
い
と
心
情
を
表
現
し

て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
自
然
と
自
分
と
の
間
に
相
互
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
見
ら
れ
な
い
。「
房
総
北
条
三
」
は
自
分
と

富
士
山
と
対
峙
し
て
い
る
が
、
そ
の
両
者
の
間
に
如
何
な
る
関
係
が

成
立
し
た
の
か
は
描
か
れ
て
い
な
い
「
晩
眺
」
で
は
、
自
然
の
情
景

に
、
望
郷
と
い
う
自
分
の
感
情
を
一
方
的
に
投
影
し
て
い
る
。 

 

こ
の
よ
う
に
、
留
日
初
期
の
頃
に
は
、
自
然
と
の
交
感
と
い
う
視

点
は
な
く
、
感
情
を
投
影
す
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
情
景
を
淡
々
と

描
く
と
い
う
、
唐
詩
に
よ
く
見
ら
れ
る
よ
う
な
、
い
わ
ゆ
る
叙
景
詩

の
域
を
出
て
い
な
い
作
品
を
創
作
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。 

 

二
、
自
然
と
の
交
感
の
始
ま
り 

 

し
か
し
、
次
に
挙
げ
る
二
つ
の
作
品
に
は
、
自
然
か
ら
詩
人
に
対

す
る
働
き
か
け
と
詩
人
か
ら
自
然
に
対
す
る
働
き
か
け
、
こ
の
両
者

が
一
つ
の
作
品
の
中
に
描
か
れ
て
い
る
。 

  
 

與
成
仿
吾
同
游
栗
林
園 

 

清
晨
入
栗
林
、 

 
 

清
晨
栗
林
に
入
り
、 

 

紫
雲
挿
晴
昊
。 

 
 

紫
雲
晴
昊
に
挿
す
。 

 

攀
援
及
其
腰
、 

 
 

攀
援
し
て
其
の
腰
に
及
べ
ば
、 

 

松
風
清
我
脳
。 

 
 

松
風
我
が
脳
を
清
く
す
。 

 

放
観
天
地
間
、 

 
 

天
地
の
間
を
放
観
す
れ
ば
、 

 

旭
日
方
杲
杲
。 

 
 

旭
日
方
に
杲
杲
た
り
。 

 
海
光
蕩
東
南
、 

 
 

海
光
は
東
南
に
蕩
き
、 

 
遍
野
生
青
草
。 

 
 

遍
野
青
草
を
生
ず
。 

 

不
登
泰
山
高
、 

 
 

泰
山
の
高
き
に
登
ら
ざ
れ
ば
、 

 

不
知
天
下
小
。 

 
 

天
下
の
小
さ
き
を
知
ら
ず
。 

 

稊
米
太
倉
中
、 

 
 

稊
米
は
太
倉
の
中
、 

 

蛮
触
争
未
了
。 

 
 

蛮
触
の
争
ひ
未
だ
了
ら
ず
。 
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長
嘯
一
聲
遙
、 

 
 

長
嘯
一
聲
遙
か
に
し
て
、 

 
狂
歌
入
雲
杪
。 

 
 

狂
歌
雲
杪
に
入
る
。 

【
訳
】 

明
け
方
に
栗
林
園
へ
行
く
と
、
紫
雲
山
が
青
空
に
そ
び
え
て
い
た
。 

中
腹
ま
で
登
る
と
、
松
風
が
私
の
脳
を
洗
い
流
し
た
。 

天
地
の
間
を
見
渡
せ
ば
、
朝
日
は
き
ら
き
ら
と
輝
い
て
い
る
。 

海
上
の
光
が
東
南
の
方
向
に
ゆ
ら
め
き
、
野
原
に
は
草
が
青
々
と
し

て
い
る
。 

泰
山
の
高
さ
ま
で
登
ら
な
け
れ
ば
、
天
下
の
小
さ
さ
は
わ
か
ら
な

い
。 

ひ
え
粒
は
大
き
な
倉
の
中
、
カ
タ
ツ
ム
リ
の
角
上
の
戦
い
は
ま
だ
終

わ
ら
な
い
。 

長
々
と
一
声
上
げ
れ
ば
遙
か
遠
く
、
心
の
ま
ま
に
叫
ん
だ
歌
は
雲
の

向
こ
う
に
消
え
た
。 

【
語
釈
】 

栗
林
園
…
栗
林
公
園
。
香
川
県
高
松
市
に
あ
る
日
本
庭
園
。
讃
岐
領

主
生
駒
高
俊
に
蔵
営
さ
れ
て
以
後
、
一
六
四
二
年
に
入
封
し
た
松
平

氏
に
よ
っ
て
約
百
年
か
け
て
造
営
さ
れ
た
。
一
八
七
五
年
に
県
立
公

園
と
し
て
公
開
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
現
在
は
特
別
名
勝
に
指

定
。 

清
晨
…
「
清
晨
發
皇
邑
、
日
夕
過
首
陽
。」（
曹
植
「
贈
白
馬
王
彪
」
、

『
文
選
』
巻
二
四
）「
清
晨
入
古
寺
、
初
日
照
高
林
。
」（
常
建
「
題

破
山
寺
後
禪
院 

常
建
」
、『
全
唐
詩
』
巻
一
四
四
） 

紫
雲
…
紫
雲
山
。
香
川
県
高
松
市
に
あ
る
岩
清
尾
山
塊
の
う
ち
の
一

つ
で
、
標
高
一
七
〇
メ
ー
ト
ル
。
麓
に
栗
林
公
園
が
あ
る
。 

晴
昊
…
「
安
得
健
步
移
遠
梅
、
亂
插
繁
花
向
晴
昊
。」（
杜
甫
「
蘇
端

薛
復
筵
簡
薛
華
醉
歌
」
、
『
全
唐
詩
』
巻
二
一
七
） 

攀
援
…
「
是
故
禽
獸
可
係
羈
而
遊
、
鳥
鵲
之
巢
可
攀
援
而
闚
」（『
荘

子
』
外
篇
馬
蹄
第
九
） 

旭
日
…
「
清
露
澄
境
遠
、
旭
日
照
林
初
。
」（
韋
應
物
「
秋
郊
作
」、

『
全
唐
詩
』
巻
一
九
二
） 

旭
日
…
「
清
露
澄
境
遠
、
旭
日
照
林
初
。
」（
韋
應
物
「
秋
郊
作
」
、

『
全
唐
詩
』
巻
一
九
二
） 

杲
杲
…
「
其
雨
、
其
雨
、
杲
杲
出
日
」（『
詩
経
』
衞
風
、
伯
兮
） 

稊
米
太
倉
中
…
「
計
中
國
之
在
海
内
、
不
似
稊
米
之
在
大
倉
乎
。
」

（『
荘
子
』
外
篇
秋
水
第
十
七
） 

蛮
触
争
未
了
…
「
有
國
於
蝸
之
左
角
者
曰
觸
氏
、
有
國
於
蝸
之
右
角

者
曰
蠻
氏
、
時
相
與
爭
地
而
戰
、
伏
尸
數
萬
、
逐
北
旬
有
五
日
而
後

反 

。
」（
『
荘
子
』
雜
篇
則
陽
第
二
十
五
）
、「
蟭
螟
殺
敵
蚊
巢
上
、

蠻
觸
交
爭
蝸
角
中
」
（
白
居
易
「
禽
蟲
十
二
章
」
、『
全
唐
詩
』
四
六

〇
） 

狂
歌
…
「
痛
飲
狂
歌
空
度
日
、
飛
揚
跋
扈
為
誰
雄
。
」
（
杜
甫
「
贈

李
白
」、『
全
唐
詩
』
巻
二
二
四
） 

雲
杪
…
「
百
頃
青
雲
杪
、
層
波
白
石
中
。
」（
杜
甫
「
天
池
」、
『
全

唐
詩
』
巻
二
二
九
） 

  
 

游
操
山 

 

 

怪
石
疑
群
虎
、 

 

怪
石
疑
う
ら
く
は
群
虎
か
と
、 

 

深
松
競
奇
古
。 

 

深
松
奇
古
を
競
ふ
。 

 

我
來
立
其
間
、 

 

我
來
り
て
其
の
間
に
立
ち
、 

 

日
落
山
含
斧
。 

 

日
落
ち
て
山
斧
を
含
む
。 

 

血
霞
泛
太
空
、 

 

血
霞
太
空
に
泛
び
、 

 

浩
気
蕩
肺
腑
。 

 

浩
気
肺
腑
に
蕩
う
。 

 

放
聲
歌
我
歌
、 

 

聲
を
放
ち
て
我
が
歌
を
歌
ひ
、 

 
振
衣
而
乱
舞
。 

 

衣
を
振
り
て
乱
舞
す
。 

 
舞
罷
道
下
山
、 

 

舞
ひ
罷
め
て
道
山
を
下
れ
ば
、 

 

新
月
雲
中
吐
。 

 

新
月
雲
中
に
吐
く
。 

【
訳
】 

怪
石
は
虎
の
群
れ
の
よ
う
に
転
が
り
、
青
松
は
ど
れ
も
奇
妙
に
曲
が

っ
て
い
る
。 
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そ
の
中
に
立
っ
て
い
る
と
、
日
が
落
ち
て
山
に
斧
が
振
る
わ
れ
た
。 

真
っ
赤
な
霞
が
空
に
た
な
び
い
て
、
浩
然
の
気
は
肺
腑
に
た
ゆ
た

う
。 

声
に
出
し
て
我
が
歌
を
歌
い
、
衣
を
翻
し
て
踊
る
。 

踊
り
終
え
て
道
す
が
ら
下
山
し
て
い
る
と
、
新
月
が
雲
の
中
に
吐
き

出
さ
れ
た
。 

【
語
釈
】 

游
操
山
…
岡
山
市
街
地
、
約
三
キ
ロ
ほ
ど
に
位
置
す
る
里
山
。
標
高

は
約
一
七
〇
メ
ー
ト
ル
。
護
国
神
社
や
古
墳
群
が
あ
り
、
ま
た
曹
源

寺
の
参
道
に
は
松
林
が
あ
る
。 

怪
石
疑
群
虎
…
「
雷
劈
老
松
疑
虎
怒
、
雨
衝
陰
洞
覺
龍
腥
。
」
（
殷

文
圭
「
九
華
賀
雨
吟
」
、
『
全
唐
詩
』
巻
七
〇
七
） 

山
含
斧
…
「
芳
菲
含
斧
藻
、
光
景
暢
形
神
。
」（
韓
愈
「
和
席
八
（
夔
）

十
二
韻
（
元
和
十
一
年
、
夔
與
愈
同
掌
制
誥
）
」
、
『
全
唐
詩
』
巻
三

四
四
） 

肺
腑
…
「
春
興
酒
香
薰
肺
腑
、
夜
緊
雲
氣
溼
髭
鬚
。
」（
齊
己
「
寄

萍
郷
唐
稟
正
字
」
、『
全
唐
詩
』
八
四
五
） 

放
聲
…
「
登
封
徒
放
聲
、
天
地
竟
難
尋
。
」（
孟
郊
「
弔
盧
殷
」、『
全

唐
詩
』
巻
三
八
一
） 

  

「
與
成
仿
吾
同
游
栗
林
園
」
で
は
、
松
風
が
「
脳
」
に
入
り
、
洗

い
流
す
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
詩
人
の
詩
を
天
地
に
向
か
っ
て

叫
ん
で
い
る
様
が
描
か
れ
て
い
る
。「
游
操
山
」
で
は
、「
肺
腑
」
に

浩
然
の
気
が
入
っ
た
こ
と
で
、
や
は
り
詩
人
は
歌
い
踊
っ
た
。
こ
こ

に
は
詩
全
体
を
貫
く
主
題
で
は
な
い
が
、
自
然
と
の
交
感
が
重
要
な

モ
チ
ー
フ
と
し
て
具
体
的
に
描
写
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。 

 

当
時
、
郭
沫
若
は
岡
山
第
六
高
等
学
校
に
在
籍
し
て
お
り
、
す
で

に
医
学
部
へ
の
進
学
の
準
備
を
始
め
て
い
る
。「
脳
」
や
「
肺
腑
」

と
い
う
表
現
は
具
体
的
な
身
体
感
覚
の
反
映
か
も
し
れ
な
い
。
し
か

し
、
そ
れ
以
上
に
こ
の
よ
う
な
自
然
と
の
交
感
を
描
く
契
機
と
し
て

考
え
ら
れ
る
こ
と
が
、
一
九
一
五
年
の
静
坐
に
よ
る
、
あ
る
種
の
神

秘
体
験
で
あ
る
。
当
時
神
経
衰
弱
に
陥
っ
た
郭
沫
若
は
、
岡
田
式
静

坐
法 

し
、
そ
れ
以
上
に
こ
の
よ
う
な
自
然
と
の
交
感
を
描
く
契
機
と
し
て

考
え
ら
れ
る
こ
と
が
、
一
九
一
五
年
の
静
坐
に
よ
る
、
あ
る
種
の
神

秘
体
験
で
あ
る
。
当
時
神
経
衰
弱
に
陥
っ
た
郭
沫
若
は
、
岡
田
式
静

坐
法
を
参
考
に
毎
日
瞑
想
を
行
う
こ
と
で
、
世
界
が
輝
い
て
見
え
、

荘
子
や
ス
ピ
ノ
ザ
の
本
当
の
意
味
を
身
体
的
に
理
解
す
る
、
と
い
う

非
常
に
大
き
な
体
験
を
し
て
い
る
。
両
親
に
書
い
た
手
紙
か
ら
彼
は

そ
の
後
も
静
坐
を
続
け
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、

自
然
と
の
交
感
は
実
体
験
に
基
づ
く
も
の
で
、
単
な
る
文
学
的
修
辞

と
し
て
採
用
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
。 

 

た
だ
し
、
こ
の
二
つ
の
作
品
で
は
自
然
と
の
交
感
と
い
う
主
題
が

前
面
に
は
出
て
き
て
い
な
い
し
、
同
じ
時
期
に
ま
だ
旧
来
の
一
般
的

な
叙
景
詩
も
創
作
し
て
い
る
。 

  
 

詠
博
多
湾 

 

博
多
湾
水
碧
留
黎
、 

 

博
多
湾
水 

碧
に
黎
を
留
む
、 

 

白
帆
片
片
随
風
飛
。 

 

白
帆
片
片 

風
に
隨
ひ
て
飛
ぶ
。 

 

願
作
舟
中
人
、 

 
 
 

願
は
く
は
舟
中
の
人
と
作
り
て
、 

 

載
酒
酔
明
輝
。 

 
 
 

酒
を
載
せ
て
明
輝
に
酔
は
ん
。 

【
訳
】 

博
多
湾
の
水
は
緑
だ
が
、
黒
み
を
残
し
て
お
り
、
白
い
帆
が
つ
る
つ

る
と
風
に
乗
っ
て
飛
ん
で
い
く
。 

願
わ
く
は
船
の
人
と
な
っ
て
、
酒
を
携
え
て
月
の
下
で
酔
い
た
い
も

の
だ
。 

【
語
釈
】 

博
多
湾
…
福
岡
県
北
西
部
に
あ
る
玄
界
灘
に
面
し
て
い
る
。
郭
沫
若

の
詩
に
お
い
て
は
「
巨
砲
之
教
訓
」
な
ど
に
数
多
く
使
用
さ
れ
て
い

る
。 

随
風
飛
…
「
舞
罷
飛
燕
死
，
片
片
隨
風
去
。
」（「
雜
曲
歌
辭 

大
垂

手
」、『
全
唐
詩
』
巻
二
六
） 
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こ
の
作
品
の
創
作
時
期
は
一
九
一
八
年
、
す
で
に
九
州
帝
国
大
学

医
学
部
に
進
学
し
た
時
期
に
作
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
詩
の
構
造
と

し
て
は
先
に
挙
げ
た
「
房
総
北
条 

三
首
」
第
一
首
と
全
く
同
じ
構

造
に
な
っ
て
い
る
。 

こ
の
よ
う
に
定
型
に
従
っ
た
叙
景
詩
を
作
り
つ
つ
も
、
郭
沫
若
は

創
作
と
し
て
は
一
段
階
進
ん
だ
作
品
に
挑
戦
す
る
よ
う
に
な
っ
て

い
た
。
但
し
こ
の
段
階
で
は
ま
だ
自
然
と
の
交
感
は
明
確
に
は
示
さ

れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。 

  

三
、
自
然
と
の
交
感 

 

さ
て
、
一
九
一
八
年
に
書
か
れ
た
「
十
里
松
原 

四
首
」
の
第

一
首
を
見
る
と
、
そ
こ
に
は
自
然
と
の
交
感
が
端
的
に
描
か
れ
て
い

る
。 

 

十
里
松
原 

四
首 

 
 
 

一 

十
里
松
原
負
稚
行 

十
里
松
原
稚
を
負
ひ
て
行
き
、 

耳
畔
松
聲
并
海
声
。
耳
畔
の
松
聲
は
海
声
に
并
ぶ
。 

昂
頭
我
向
天
空
笑
、
頭
を
昂
げ
我
れ
天
空
に
向
か
ひ
て
笑
へ
ば
、 

天
星
笑
我
歩
難
行
。
天
星
我
が
歩
行
き
難
し
を
笑
ふ
。 

【
訳
】 

十
里
松
原
に
幼
子
を
背
負
っ
て
行
け
ば
、
松
風
と
海
の
波
の
音
が

聞
こ
え
て
く
る
。 

顔
を
上
げ
て
天
に
向
か
っ
て
笑
え
ば
、
星
は
私
の
歩
み
が
お
ぼ
つ

か
な
い
の
を
笑
っ
た
。 

【
語
釈
】 

十
里
松
原 

四
首
…
こ
の
四
首
は
一
九
一
八
年
の
大
晦
日
に
福

岡
で
詠
ん
だ
詩
で
あ
る
。
当
時
郭
沫
若
は
箱
崎
神
宮
の
そ
ば
に
住
ま

い
を
構
え
て
い
た
。
こ
の
一
帯
に
あ
っ
た
の
が
千
代
の
松
原
で
あ

る
。 

  

い
を
構
え
て
い
た
。
こ
の
一
帯
に
あ
っ
た
の
が
千
代
の
松
原
で
あ

る
。 

  

詩
人
が
天
に
笑
い
か
け
る
と
、
天
が
詩
人
に
笑
い
返
す
と
い
う
よ

う
に
、
詩
人
と
自
然
の
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
完
全
に
成
立

し
て
い
る
。 

  
 

新
月
與
晴
海 

 

児
見
新
月
、 

 

児
は
新
月
を
見
て
、 

 

遙
指
夜
空
。 

 

遙
か
に
夜
空
を
指
す
。 

 

知
我
児
魂
已
飛
去
、 

我
が
児
の
魂
已
に
飛
び
去
り
、 

 

游
戯
廣
寒
宮
。 

 

廣
寒
宮
に
游
戯
す
る
を
知
る
。 

 

児
見
晴
海
、 

 

児
は
晴
海
を
見
た
り
、 

 

児
學
海
號
。 

 

児
は
海
の
號
ぶ
を
學
ぶ
。 

 

知
我
児
心
正
飄
蕩
、 

我
が
児
の
心
正
に
飄
蕩
と
し
て
、 

 

追
随
海
浪
潮
。 

 

海
の
浪
潮
に
追
随
す
る
を
知
る
。 

【
訳
】 

こ
の
子
は
新
月
を
見
て
、 

遙
か
彼
方
の
夜
空
を
指
さ
す
。 

そ
う
だ
我
が
子
の
魂
は
既
に
飛
び
去
っ
て
、 

広
寒
宮
に
遊
ん
で
い
る
の
だ
ろ
う
。 

こ
の
子
は
青
い
海
を
見
て
、 

海
が
叫
ぶ
こ
と
を
知
っ
た
。 

そ
う
だ
我
が
子
の
心
は
あ
ち
こ
ち
漂
い
、 

海
流
に
つ
い
て
行
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。 

【
語
釈
】 

廣
寒
宮
…
「
開
元
六
年
。
上
皇
與
申
天
師
道
士
鴻
都
客
。
八
月
望
日

夜
。
因
天
師
作
術
。
三
人
同
在
雲
上
遊
月
中
…
…
頃
見
一
大
宮
府
。

榜
曰
。
廣
寒
淸
虛
之
府
。
」（
柳
宗
元
「
明
皇
夢
遊
廣
寒
宮
」、
『
龍

城
錄
』
巻
上
）。
詩
集
『
星
空
』
に
「
廣
寒
宮
」
と
題
し
た
戯
曲
を

収
め
る
。 
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A
 

 
城
錄
』
巻
上
）
。
詩
集
『
星
空
』
に
「
廣
寒
宮
」
と
題
し
た
戯
曲
を

収
め
る
。 

  

こ
の
詩
で
は
、
自
然
と
の
交
感
の
行
き
着
く
先
と
し
て
、
詩
人
の

魂
は
身
体
か
ら
抜
け
出
し
、
自
然
の
中
に
入
っ
て
い
く
と
い
う
、
い

わ
ば
魂
の
飛
翔
が
描
か
れ
て
い
る
。
作
品
中
で
は
子
供
に
仮
託
し
て

い
る
が
、
こ
れ
は
も
ち
ろ
ん
詩
人
自
身
の
体
験
と
見
て
よ
い
。
こ
の

魂
の
飛
翔
と
い
う
モ
チ
ー
フ
は
、
そ
の
後
、
た
と
え
ば
『
女
神
』
に

収
録
さ
れ
た
「
晨
安
」
な
ど
で
大
き
く
展
開
さ
れ
て
い
る
。 

 

こ
の
時
期
に
書
か
れ
た
郭
沫
若
の
旧
体
詩
の
中
で
、
自
然
と
の
交

感
が
全
面
的
に
描
か
れ
て
い
る
も
の
と
し
て
「
春
愁
」
と
い
う
作
品

が
挙
げ
ら
れ
る
。 

  
 

春
愁 

 

是
我
意
凄
迷
、 

 
 

是
れ
我
が
意
の
凄
迷
な
る
か
、 

 

是
天
蕭
條
耶
。 

 
 

是
れ
天
の
蕭
條
た
る
か
。 

 

如
何
春
日
光
、 

 
 

如
何
ん
ぞ
春
日
の
光
、 

 

惨
淡
無
明
輝
。 

 
 

惨
淡
と
し
て
明
輝
無
し
。 

 

如
何
彼
岸
山
、 

 
 

如
何
ん
ぞ
彼
岸
の
山
、 

 

低
頭
不
展
眉
。 

 
 

頭
を
低
れ
て
眉
を
展
か
ず
。 

 

周
遭
打
岸
聲
、 

 
 

周
遭
の
岸
を
打
つ
聲
、 

 

海
兮
汝
語
誰
。 
 
 

海
よ
汝
誰
と
語
る
や
。 

 

海
語
終
難
解
、 

 
 

海
の
語
終
に
解
し
難
く
、 

 

空
見
白
雲
飛
。 

 
 

空
し
く
見
る
白
雲
の
飛
ぶ
を
。 

【
訳
】 

私
の
気
持
ち
が
落
ち
込
ん
で
い
る
の
か
、
そ
れ
と
も
天
が
物
寂
し
い

の
か
。 

ど
う
し
た
の
だ
ろ
う
春
の
日
の
光
が
、
惨
憺
と
し
て
ま
る
で
輝
き
が

な
い
。 

ど
う
し
た
の
だ
ろ
う
向
こ
う
に
あ
る
山
が
、
頭
を
た
れ
て
眉
を
ひ
そ

め
て
い
る
。 

ど
う
し
た
の
だ
ろ
う
向
こ
う
に
あ
る
山
が
、
頭
を
た
れ
て
眉
を
ひ
そ

め
て
い
る
。 

周
り
の
波
打
つ
音
よ
、
海
よ
、
お
前
は
誰
と
語
ら
っ
て
い
る
の
か
。 

海
の
言
葉
は
と
う
と
う
分
か
ら
ず
、
た
だ
白
い
雲
が
流
れ
て
い
く
だ

け
だ
っ
た
。 

【
語
釈
】 

春
愁
…
「
世
事
茫
茫
難
自
料
、
春
愁
黯
黯
獨
成
眠
。
」（
韋
應
物
「
寄

李
儋
元
錫
」、『
唐
詩
三
百
首
』） 

凄
迷
…
「
壺
中
喚
天
雲
不
開
、
白
晝
萬
里
閒
淒
迷
。
」
（
李
賀
「
開

愁
歌
」、『
全
唐
詩
』
巻
三
九
二
） 

蕭
條
…
「
山
蕭
條
而
無
獸
兮
、
野
寂
漠
其
無
人
。
」（『
楚
辭
』
遠
游
） 

展
眉
…
「
唯
將
終
夜
長
開
眼
、
報
答
平
生
未
展
眉
。
」
（
元
稹
「
三

遣
悲
懷
詩
」
之
三
、『
唐
詩
三
百
首
』） 

周
遭
…
「
山
圍
故
國
周
遭
在
、
潮
打
空
城
寂
寞
回
。
」（
劉
禹
錫
「
石

頭
城
」、『
全
唐
詩
』
巻
三
六
五
） 

空
見
…
「
秋
草
獨
尋
人
去
後
、
寒
林
空
見
日
斜
時
。
」（
劉
長
卿
「
長

沙
過
賈
誼
宅
」、『
唐
詩
三
百
首
』） 

白
雲
飛
…
「
黄
雲
隴
底
白
雲
飛
、
未
得
報
恩
不
得
歸
。
」（
李
頎
「
古

意
」、『
唐
詩
三
百
首
』
） 

  

こ
の
詩
で
は
、
恐
ら
く
は
自
分
の
心
の
不
調
に
よ
っ
て
自
然
と
の

接
続
が
断
た
れ
、
詩
人
と
海
と
の
の
間
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

成
立
し
な
く
な
っ
て
い
る
状
態
が
描
か
れ
て
い
る
。
し
か
し
自
然
と

の
交
感
の
失
敗
が
描
か
れ
る
た
め
に
は
、
そ
も
そ
も
自
然
と
の
交
感

が
既
に
体
験
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
だ
か
ら
こ
の
詩
は
自

然
と
の
交
感
の
喪
失
が
主
題
と
な
っ
て
い
る
作
品
な
の
だ
。
更
に
こ

の
作
品
は
詩
型
が
旧
体
詩
で
は
あ
る
が
、
『
女
神
』
に
収
録
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
こ
と
は
こ
の
詩
が
詩
型
の
新
旧
に
限
ら
ず
、
詩
の
主
題

が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。 
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ま
と
め 

 
留
日
時
期
の
郭
沫
若
の
旧
体
詩
の
変
遷
を
追
い
か
け
る
と
、
定
型

通
り
の
叙
景
詩
の
創
作
か
ら
始
ま
り
、
徐
々
に
自
然
と
の
交
感
が
主

題
と
し
て
浮
上
し
、
最
終
的
に
は
自
然
と
の
交
感
そ
の
も
の
が
描
か

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。 

 

最
初
は
詩
人
か
ら
の
一
方
的
な
働
き
か
け
だ
け
で
あ
っ
た
。
そ
れ

が
徐
々
に
自
然
が
自
分
に
働
き
か
け
、
ま
た
自
分
も
自
然
に
働
き
か

け
る
、
と
い
う
状
態
に
変
化
し
て
い
く
。
そ
し
て
最
終
的
に
は
自
然

が
擬
人
化
さ
れ
て
、
詩
人
と
自
然
と
の
両
者
の
間
で
完
全
な
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
成
立
し
て
い
る
こ
と
が
、
明
確
に
示
さ
れ
る
よ
う

に
な
る
。 

 

郭
沫
若
の
『
女
神
』
の
重
要
な
主
題
で
あ
る
汎
神
論
は
、
実
は
こ

の
よ
う
に
段
階
的
に
彼
の
中
で
発
展
醸
成
し
て
き
た
の
で
あ
り
、
そ

れ
は
旧
体
詩
の
中
に
既
に
胚
胎
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
汎
神
論
と

い
う
主
題
は
新
詩
に
限
ら
ず
こ
の
時
期
の
重
要
な
主
題
で
あ
っ
た
。 

 

と
こ
ろ
で
、
『
女
神
』
の
中
で
重
要
な
主
題
の
ひ
と
つ
で
あ
る
、

神
話
の
モ
チ
ー
フ
も
、
旧
体
詩
の
中
で
し
ば
し
ば
用
い
ら
れ
て
い

る
。
こ
れ
は
稿
を
改
め
て
論
じ
た
い
。 

  
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 

第
六
高
等
学
校
創
立
百
十
周
年
記
念
論
文
集 

郭
沫
若
研
究 

大
高
順
雄 

于
亜 

共
編 

  

共
編
者
は
二
〇
一
〇
年
六
月
六
日
に
挙
行
さ
れ
た
第
六
高
等
学

校
百
十
周
年
記
念
祭
の
前
夜
祭
の
一
環
と
し
て
開
催
さ
れ
た
郭
沫

若
研
究
会
に
お
け
る
発
表
を
「
第
六
高
等
学
校
創
立
百
十
周
年
記
念

論
文
集 

郭
沫
若
研
究
」
（
大
手
前
大
学
交
流
文
化
研
究
所
刊 

二

〇
一
二
年
一
月
十
五
日
）
と
し
て 

C
D

R
O

M

の
形
式
で
刊
行
し

た
。
そ
の
内
容
は
次
の
通
り
で
あ
る
。 

金
政
泰
弘  

(

第
六
高
等
学
校
同
窓
会
会
長
） 

序 

文 

郭 

平
英 

（
郭
沫
若
纪
念
馆 

馆
长
） 

 
 

 

在
郭
沫
若
晚
年
作
品
中
阅
读
中
日
友
好 

蔡 

震
（
中
国
郭
沫
若
研
究
会
会
长
、
中
国
社
会
科
学
院
研
究
员
） 

 
 

 

郭
沫
若
流
亡
日
本
期
间
若
干
旧
体
佚
诗
考 

李 

晓
虹  

（
郭
沫
若
纪
念
馆 

副
馆
长
）） 

 
 

 

打
破
坚
冰 

开
拓
未
来 

― 

 
 

 

郭
沫
若
与
一
九
五
五
年
至
一
九
五
七
年
中
日
科
学
家
互
访 

邓 

经
武  

（
成
都
大
学
文
学
与
新
闻
传
播
学
院
教
授
） 

二
十
世
纪
前
期
川
籍
留
日
学
生
群
体
的
文
化
创
造  

― 

兼
论
郭
沫
若
郭
沫
若
与
留
日
学
生
的
政
治
关
系
探
微
― 

陈 

俐 
  

（
乐
山
师
范
学
院 

四
川
郭
沫
若
研
究
中
心
） 

郭
沫
若
与
留
日
学
生
的
政
治
关
系
探
微 

杨 

胜
宽 

（
乐
山
师
范
学
院
） 

从
郭
沫
若
对
曹
植
的
评
价
说
到
替
曹
操
翻
案 

戴 

德
茂 

（
在
大
阪
中
国
领
事
）
致 

辞  

岸
田
憲
也 

（
九
州
大
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
） 

郭
沫
若
と
岡
山 

― 

第
六
高
等
学
校
の
同
窓
に
着
目
し
て 

于 

亜   

（
神
戸
大
学
大
学
院
人
文
学
研
究
科
研
究
員
・ 

大
手
前
大
学
非
常
勤
講
師
） 

郭
沫
若
時
代
に
お
け
る
上
海
の
食
風
景  

― 

一
九
〇
〇
年
～
一
九
四
九
年
を
中
心
に 

― 

渡
邊
一
民 

（
立
教
大
学
名
誉
教
授
） 

郭
沫
若
と
日
本
の
文
学
者 

大
高
順
雄 

（
大
阪
大
学
・
大
手
前
大
学 

名
誉
教
授
） 

郭
沫
若
的
新
詞 

― 

郭
沫
若
译 

《
歌
德
著 

浮
士
德
》 

郭
庶
英
・
郭
平
英 

著 

大
高
順
雄
・
于 

亜 

訳 
《
父
の
思
い
出
》 
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郭
沫
若
の
詩
聯
と
河
南
省
固
始
県
に
あ
る 

 
 
 
 
 

鄭
成
功
墓
と
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

斉
藤
孝
治 

  
 
 

中
国
を
旅
す
る
と
、
よ
く
郭
沫
若
が
創
っ
た
詩
聯
や
館
名
を
記

し
た
館
匾
に
出
会
い
ま
す
が
、
過
日
、
鄭
成
功
研
究
の
一
環
と
し
て

福
建
省
厦
門
の
鄭
成
功
紀
念
館
を
訪
ね
た
際
、
次
の
よ
う
な
詩
聯
が

館
内
に
展
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

 
 
 

開
闢
荊
榛
千
秋
功
業 

 
 
 

駆
除
荷
虜
一
代
英
雄 

 
 
 

詩
聯
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、
艱
難
辛
苦
の
末
、
台
湾
か
ら
オ

ラ
ン
ダ
を
駆
逐
し
、
彼
の
地
を
領
土
と
し
て
樹
立
し
た
一
代
英
雄
鄭

成
功
の
偉
業
を
讃
え
た
も
の
で
す
。 

 
 
 

ち
な
み
に
、
こ
の
詩
聯
が
創
ら
れ
た
一
九
六
二
年
は
、
鄭
成
功

が
台
湾
を
解
放
し
て
か
ら
ち
ょ
う
ど
三
百
年
に
あ
た
り
、
そ
れ
を
記

念
し
て
中
国
で
は
各
地
で
様
々
な
行
事
が
行
な
わ
れ
た
り
、
施
設
が

造
ら
れ
た
り
し
ま
し
た
。 

 
 
 

そ
う
し
た
中
で
郭
沫
若
は
、
十
一
月
十
六
、
十
七
の
両
日
、
鄭

成
功
紀
念
館
を
訪
問
、
十
七
日
に
前
述
の
詩
聯
を
創
っ
た
の
で
す
。

同
時
に
こ
の
日
、
郭
沫
若
は
、
紀
念
館
側
の
要
請
を
受
け
、
鄭
成
功

紀
念
館
と
い
う
館
匾
も
書
き
、
華
を
添
え
ま
し
た
。 

 
 

事
の
経
緯
に
つ
い
て
紀
念
館
側
か
ら
詳
細
に
説
明
を
受
け
た

私
は
嬉
し
く
な
り
、
案
内
し
て
い
た
だ
い
た
厦
門
大
学
の
林
観
潮
教

授
と
共
に
館
匾
の
前
で
記
念
写
真
を
撮
り
ま
し
た
。 

詳
細
に
説
明
し
ま
す
と
、
石
碑
の
前
面
に
刻
ま
れ
た
碑
名
は
「
民 

族
英
雄
鄭
成
功
之
墓
」
と
い
う
も
の
で
、
そ
の
右
端
に
は
、
郭
沫
若 

の
詩
聯
の
上
聯
「
開
壁
荊
榛
千
秋
功
業
」
と
い
う
句
が
、
左
端
に
は
、

下
聯
の
「
駆
除
荷
一
代
英
雄
」
と
い
う
句
が
配
さ
れ
て
い
た
ほ
か
、

さ
ら
に
後
面
全
体
に
記
さ
れ
た
碑
紀
の
末
尾
に
は
「
碑
聯
為
郭
沫
若

題
写
」
と
刻
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

  
 

 

 

と
こ
ろ
が
一
転
し
て
今
年
三
月
、
鄭
成
功
な
ど
鄭
一
族
の
故
地
、

河
南
省
信
陽
市
固
始
県
を
訪
ね
た
際
、
前
述
の
詩
聯
が
奇
妙
な
形
で

使
わ
れ
て
い
る
の
を
知
り
、
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。 

 
 
 

何
と
詩
聯
は
二
〇
〇
七
年
七
月
十
九
日
、
河
南
省
固
始
県
政
府

が
同
県
汪
棚
郷
に
建
立
し
た
鄭
成
功
墓
の
碑
文
の
中
に
、
さ
も
郭
沫

若
が
献
じ
た
か
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
た
の
で
す
。 

 
 

ど
う
見
て
も
郭
沫
若
の
詩
聯
は
、
鄭
成
功
墓
の
「
引
き
立
て
役
」

に
使
わ
れ
て
い
た
の
で
す
。
郭
沫
若
が
こ
の
事
実
を
知
れ
ば
恐
ら
く

苦
笑
し
た
で
し
ょ
う
。 

 

も
っ
と
も
こ
う
し
た
状
況
の
裏
に
は
、
複
雑
な
背
景
が
存
在
し
て

い
ま
し
た
。 
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そ
も
そ
も
こ
の
鄭
成
功
墓
が
見
つ
か
っ
た
の
は
、
文
化
大
革
命
最
中

の
一
九
七
〇
年
一
月
一
日
の
こ
と
で
、
地
元
の
農
民
公
社
の
隊
員
が
上

部
か
ら
の
指
示
に
基
づ
き
、
墓
地
だ
っ
た
一
帯
を
田
畑
に
変
え
よ
う
と

作
業
中
、
偶
然
、
発
見
し
た
の
で
す
。 

 

発
掘
さ
れ
た
木
製
の
墓
名
に
は
「
鄭
成
功
之
墓
」
と
書
か
れ
て
い
た

ほ
か
、
遺
体
が
身
に
纏
っ
て
い
た
〝
龍
袍
〟
の
上
に
は
刺
繍
で
「
土
部

豊
府
鄭
成
功
」
と
ほ
ど
こ
さ
れ
た
白
い
布
も
載
せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。 

 

し
か
し
な
が
ら
本
来
、
鄭
成
功
墓
は
、
福
建
省
の
南
安
市
水
頭
鎮
に

あ
る
そ
れ
が
「
正
真
正
銘
」
と
公
認
さ
れ
て
来
た
た
め
、
固
始
県
の
鄭

成
功
墓
の
扱
い
は
極
め
て
難
事
だ
っ
た
の
で
す
。 

 
 

案
の
定
、
南
安
市
側
は
固
始
県
の
鄭
成
功
墓
に
つ
い
て
「「
成
功
」
と

い
う
二
字
は
、
南
明
の
隆
武
帝
が
国
姓
の
「
朱
」
と
い
う
姓
を
賜
っ
た

後
、
同
時
に
改
め
た
名
字
で
あ
り
、
固
始
県
の
墓
を
創
っ
た
折
、「
成
功
」

と
称
す
る
な
ら
ば
「
朱
」
と
い
う
国
姓
も
用
い
な
け
れ
ば
な
ら
ず
「
鄭

成
功
」
と
呼
ぶ
こ
と
は
あ
り
え
な
い
」
と
か
「
固
始
県
の
鄭
成
功
墓
に

関
し
て
は
史
書
に
も
ま
っ
た
く
記
述
さ
れ
て
い
な
い
」
な
ど
と
猛
烈
に

反
発
し
た
の
で
す
。 

 
 

し
か
も
国
務
院
は
、
一
九
八
二
年
三
月
十
二
日
、
南
安
市
の
鄭
成
功

墓
を
全
国
重
要
文
物
保
護
単
位
と
し
て
公
布
し
、
権
威
付
け
ま
し
た
。 

 
 

 
  

と
は
い
え
固
始
県
が
鄭
成
功
な
ど
鄭
一
族
の
故
地
で
あ
る
こ
と

は
、
紛
れ
も
な
い
事
実
で
あ
り
、
事
は
そ
う
簡
単
に
は
い
か
な
か
っ

た
の
で
す
。 

固
始
県
が
鄭
一
族
の
故
地
で
あ
る
こ
と
は
、
鄭
成
功
の
父
、
鄭
芝

龍
ら
が
ま
と
め
た
一
族
の
家
譜
「
石
井
本
宗
族
譜
序
」
な
ど
に
よ
る

と
、
鄭
一
族
は
、
唐
代
の
末
期
に
あ
た
る
光
啓
年
間(

八
八
五
―
八

八
八
年)

、
相
次
ぐ
戦
乱
を
避
け
、
固
始
県
の
有
力
者
、
王
潮
、
王

審
知
兄
弟
に
率
い
ら
れ
て
多
く
の
人
々
と
と
も
に
豊
穣
の
地
、
福
建

を
目
指
し
て
南
下
し
、
曲
折
の
末
、
北
宋
の
靖
康
元
年(

一
一
二
七

年)

、
南
安
に
落
ち
着
き
、
定
着
し
た
、
と
い
い
ま
す
。
そ
の
間
、

約
二
四
〇
年
に
も
及
ぶ
流
浪
の
果
て
だ
っ
た
の
で
す
。 

ち
な
み
に
南
安
で
の
始
祖
は
、
鄭
綿(

尊
名
五
郎
公
隠
石
、
字
原

永)

と
い
い
、
鄭
成
功
は
そ
の
十
二
代
に
あ
た
り
ま
す
。 

  

そ
う
し
た
こ
と
は
と
も
か
く
と
し
て
鄭
一
族
の
故
地
を
自
負
す

る
固
始
県
の
人
々
は
、
南
安
市
に
対
し
て
負
け
る
わ
け
に
は
い
か
な

か
っ
た
の
で
す
。 

  

彼
ら
は
、
二
〇
〇
二
年
頃
か
ら
官
民
一
体
と
な
っ
て
鄭
成
功
墓
が

あ
る
辺
り
を
霊
園
と
し
て
拡
長
、
整
備
す
る
一
方
、
文
史
研
究
院
、

研
究
会
を
設
立
し
て
史
資
料
の
発
掘
、
整
理
に
も
懸
命
に
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。「
オ
ー
バ
ー
ラ
ン
気
味
」
と
は
い
え
、
鄭
成
功
墓
の

碑
文
に
郭
沫
若
の
詩
聯
を
引
用
し
た
の
は
、
一
連
の
努
力
と
無
縁
で

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

焦
り
も
あ
り
ま
し
た
。
何
せ
現
地
は
、
河
南
省
の
片
田
舎
に
あ
る

上
、
交
通
の
便
も
芳
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
過
日
、
訪
問
し
ま
し
た
が
、

北
京
か
ら
は
新
幹
線
や
タ
ク
シ
ー
を
使
い
、
実
に
延
べ
十
二
時
間
も

要
す
る
始
末
だ
っ
た
の
で
す
。 

 

交
通
上
の
難
点
や
認
知
度
の
低
さ
な
ど
難
問
、
難
題
を
克
服
し
、

一
日
も
早
く
脚
光
を
浴
び
る
日
を
望
ん
で
止
み
ま
せ
ん
。 
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郭
沫
若
『
女
神
』「
序
詩
」、「
夜
」
に
見
る 

 
 
 
 
 

マ
ル
ク
ス
主
義
的
共
産
主
義
的
世
界
観 

 
 

 

中
山
新
也 

 

は
じ
め
に 

 

郭
沫
若
と
い
え
ば
、
文
学
者
で
あ
る
と
同
時
に
、
い
わ
ゆ
る
抗
日

戦
線
に
於
け
る
指
導
者
、
あ
る
い
は
中
国
共
産
党
の
指
導
者
の
一
人

だ
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
。
特
に
文
化
大
革
命
後
、
彼
が
そ
れ
ま

で
の
自
己
の
文
学
作
品
に
つ
い
て
「
自
己
批
判
」
を
行
い
、
当
時
の

中
共
の
知
識
人
が
持
つ
べ
き
思
想
的
方
向
性
を
示
し
た
と
い
う
事

実
は
、
思
想
的
で
あ
る
作
家
、
あ
る
い
は
思
想
的
で
あ
ら
ざ
る
を
得

な
い
作
家
、
例
え
ば
ボ
リ
ス
・
レ
オ
ニ
ー
ド
ヴ
ィ
チ
・
パ
ス
テ
ル
ナ

ー
ク
や
、
古
く
は
ダ
ン
テ
・
ア
リ
ギ
エ
ー
リ
等
と
い
っ
た
作
家
達
と

共
に
、
史
上
、
鮮
烈
に
記
憶
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。 

 

さ
て
、
こ
こ
で
彼
等
作
家
達
の
政
治
性
に
つ
い
て
、
そ
の
是
非
を

論
じ
る
つ
も
り
は
な
い
が
、
と
も
か
く
と
し
て
詩
人
郭
沫
若
と
共
産

主
義
と
に
切
っ
て
も
切
れ
な
い
縁
が
あ
る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
こ

こ
で
は
両
論
は
あ
ろ
う
が
、「
詩
人
」
と
し
て
の
郭
沫
若
と
、「
共
産

主
義
者
」
と
し
て
の
郭
沫
若
と
い
う
二
つ
の
方
向
性
を
半
ば
混
同
さ

せ
な
が
ら
、
『
女
神
』
に
収
録
さ
れ
る
「
序
詩
」
と
「
夜
」
か
ら
、

郭
沫
若
の
持
つ
マ
ル
ク
ス
主
義
的
共
産
主
義
的
世
界
観
に
つ
い
て

考
え
て
い
こ
う
と
思
う
。 

 

共
産
主
義
に
つ
い
て 

 

カ
ー
ル
・
マ
ル
ク
ス
と
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
登
場
、

そ
し
て
何
よ
り
大
英
図
書
館
と
炭
鉱
夫
の
存
在
に
よ
っ
て
、
い
わ
ゆ

る
「
理
想
的
共
産
主
義
」
、
「
空
想
的
共
産
主
義
」
、
あ
る
い
は
ジ
ャ

コ
バ
ン
派
的
「
無
政
府
共
産
主
義
」
は
揚
棄
さ
れ
、
共
産
主
義
は
よ

り 

り
現
実
主
義
的
な
思
想
体
系
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
た
。
マ
ル
ク
ス
主

義
的
共
産
主
義
は
経
済
学
と
根
強
い
関
連
性
を
持
ち
な
が
ら
、
実
践

と
い
う
フ
ァ
ク
タ
ー
を
用
い
た
。
マ
ル
ク
ス
本
人
も
、
イ
ギ
リ
ス
亡

命
前
ま
で
は
実
践
活
動
に
参
加
し
て
お
り
、
イ
ギ
リ
ス
亡
命
後
、
彼

の
正
し
く
畢
生
の
事
業
で
あ
っ
た
と
言
う
べ
き
著
作
『
資
本
論
』
執

筆
の
た
め
に
実
践
活
動
か
ら
は
遠
の
い
た
が
、
彼
は
そ
の
共
産
主
義

さ
え
も
内
包
す
る
哲
学
体
系
の
中
で
、
実
践
と
い
う
フ
ァ
ク
タ
ー
を

用
い
て
既
存
哲
学
そ
の
も
の
を
揚
棄
し
よ
う
と
し
た
。 

 

と
こ
ろ
で
私
は
、
共
産
主
義
に
対
し
て
一
定
以
上
の
理
解
を
示
し

て
い
る
し
、
理
想
的
に
は
共
産
主
義
的
社
会
が
実
現
さ
れ
れ
ば
ど
れ

ほ
ど
よ
い
だ
ろ
う
と
も
思
う
。
と
い
っ
て
も
、
理
想
的
に
は
と
い
う

枕
詞
が
示
す
よ
う
に
、
基
本
的
に
マ
ル
ク
ス
主
義
に
は
賛
同
し
な

い
。
し
か
し
、
多
く
の
マ
ル
ク
ス
主
義
者
を
自
称
す
る
人
々
の
、
現

状
に
対
す
る
怒
り
に
は
共
感
し
得
る
の
で
あ
る
。 

 

し
か
し
な
が
ら
我
々
人
類
は
、
我
々
人
類
が
共
産
主
義
的
社
会
に

達
す
る
ま
で
の
制
度
的
技
術
に
於
い
て
、
未
だ
に
大
き
な
不
安
を
抱

え
て
い
る
こ
と
を
知
悉
し
て
い
る
。
そ
も
そ
も
共
産
主
義
的
生
産

は
、
そ
の
国
家
な
り
何
な
り
に
於
け
る
共
産
主
義
的
革
命
以
前
の
ブ

ル
ジ
ョ
ワ
的
生
産
を
そ
の
ま
ま
流
用
、
あ
る
い
は
継
承
し
た
も
の
で

あ
る
が
、
し
か
し
史
上
、
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
的
生
産
の
充
足
し
た
国
家
に

於
け
る
共
産
主
義
的
革
命
が
成
功
し
た
事
例
は
無
く
、
従
っ
て
ソ
連

や
中
国
、
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
等
の
共
産
国
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
国
家
が

ブ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ
ー
の
役
割
を
担
い
、
国
家
が
指
導
的
に
生
産
を
発
展

さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
事
実
を
見
れ
ば
、
現
実
に
は
共
産
主

義
は
、
そ
の
根
本
原
理
か
ら
大
き
な
妥
協
を
強
い
ら
れ
て
い
る
こ
と

が
分
か
る
。 

 

ま
た
国
家
が
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ
ー
の
役
割
を
担
う
こ
と
は
、
現
代
社

会
の
持
つ
コ
ン
セ
ン
サ
ス
（
あ
る
い
は
も
っ
と
意
地
悪
く
言
え
ば
民

主
国
家
の
持
つ
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
）
と
は
合
致
せ
ず
、
む
し
ろ
そ
れ
が
強

権
的
に
見
え
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
共
産
主
義
へ
の
忌
避
が
高
ま
っ
た

こ
と
は
事 
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権
的
に
見
え
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
共
産
主
義
へ
の
忌
避
が
高
ま
っ
た

こ
と
は
事
実
で
あ
ろ
う
。 

 
さ
ら
に
言
え
ば
、
マ
ル
ク
ス
は
既
存
哲
学
を
実
践
と
い
う
フ
ァ
ク

タ
ー
に
よ
っ
て
揚
棄
し
よ
う
と
し
た
と
言
っ
た
が
、
し
か
し
な
が
ら

「
神
」
と
い
う
存
在
か
ら
脱
却
す
る
こ
と
は
つ
い
に
か
な
わ
な
か
っ

た
。
な
る
ほ
ど
、
一
八
四
〇
年
代
の
ヘ
ー
ゲ
ル
学
派
内
に
於
け
る
論

争
の
中
で
、
マ
ル
ク
ス
は
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
に
よ
る
「
神
を
地
上

に
降
ろ
す
」
と
い
う
作
業
を
継
承
し
、
ま
た
そ
れ
を
揚
棄
し
た
。『
フ

ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
・
テ
ー
ゼ
』
な
ど
は
そ
の
所
産
で
あ
る
だ
ろ
う
し
、

『
経
済
学
・
哲
学
草
稿
』
な
ど
、
そ
れ
に
続
く
重
要
な
文
献
は
、
明

確
に
そ
の
流
れ
の
中
に
あ
る
。 

 

し
か
し
、
神
と
い
う
フ
ァ
ク
タ
ー
を
捨
て
去
る
こ
と
は
出
来
な
か

っ
た
。
実
践
に
よ
る
既
存
哲
学
の
揚
棄
は
、
こ
の
一
事
に
よ
っ
て
不

完
全
極
ま
り
な
い
も
の
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。 

 

こ
の
よ
う
に
、
政
治
的
に
も
、
哲
学
的
に
も
、
マ
ル
ク
ス
主
義
は

多
く
の
批
判
を
受
け
得
る
余
地
を
残
し
て
い
る
が
、
こ
と
マ
ル
ク
ス

主
義
的
共
産
主
義
に
於
い
て
、
そ
れ
が
政
治
的
に
も
哲
学
的
に
も
批

判
を
免
れ
得
な
い
の
は
、
歴
史
的
に
見
て
マ
ル
ク
ス
主
義
的
共
産
主

義
の
実
験
が
成
功
を
見
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。 

 

こ
の
、
歴
史
的
に
見
て
、
と
い
う
フ
ァ
ク
タ
ー
が
重
要
で
あ
る
。

と
い
う
の
も
、
郭
沫
若
の
時
代
、
未
だ
ソ
連
は
結
成
直
後
で
、
こ
の

実
験
的
国
家
が
わ
ず
か
七
十
年
余
り
で
崩
壊
を
迎
え
る
こ
と
も
、
崩

壊
を
迎
え
る
そ
の
時
ま
で
戦
時
共
産
制
が
維
持
さ
れ
て
い
た
こ
と

も
、
「
ソ
連
邦
か
ら
脱
退
可
能
で
あ
る
」
と
い
う
条
文
が
省
み
ら
れ

る
こ
と
が
無
か
っ
た
こ
と
も
、
そ
の
国
家
が
新
し
い
党
貴
族
と
い
う

階
級
を
創
造
し
た
こ
と
も
、
ま
た
レ
ー
ニ
ン
や
ジ
ュ
ガ
シ
ヴ
ィ
リ
に

よ
る
大
粛
清
や
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
社
会
主
義
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
共
和
国
等
に

対
す
る
ホ
ロ
ド
モ
ー
ル
が
行
わ
れ
た
こ
と
、
そ
し
て
彼
自
身
が
中
共

の
指
導
者
と
な
り
、
そ
の
中
共
が
大
躍
進
政
策
の
失
敗
の
後
、
文
化

大
革
命
を
行
い
、
そ
の
後
結
局
、
市
場
経
済
を
導
入
し
た
と
い
う
事

実
も
、 

大
革
命
を
行
い
、
そ
の
後
結
局
、
市
場
経
済
を
導
入
し
た
と
い
う
事

実
も
、
郭
沫
若
は
知
ら
な
い
の
で
あ
る
。 

 

だ
か
ら
彼
に
と
っ
て
の
マ
ル
ク
ス
主
義
的
共
産
主
義
と
、
現
代
人

に
と
っ
て
の
マ
ル
ク
ス
主
義
的
共
産
主
義
に
は
、
そ
れ
に
対
す
る
認

識
と
い
う
点
に
於
い
て
、
雲
泥
の
差
が
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。 

 

「
序
詩
」
に
つ
い
て 

 

で
は
、
現
代
人
が
抱
く
マ
ル
ク
ス
主
義
的
共
産
主
義
に
対
す
る
認

識
と
、
郭
沫
若
の
持
つ
認
識
に
は
、
ど
の
よ
う
な
相
違
が
あ
る
の
だ

ろ
う
か
。 

 

一
言
で
言
え
ば
、
郭
沫
若
に
と
っ
て
の
マ
ル
ク
ス
主
義
的
共
産
主

義
は
、
そ
の
も
の
が
「
理
想
的
で
、
希
望
を
見
出
す
も
の
」
で
あ
っ

た
の
だ
と
思
う
。
マ
ル
ク
ス
主
義
的
共
産
主
義
の
問
題
点
が
露
見
す

る
よ
り
も
前
に
得
ら
れ
た
認
識
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
は
当
然
と
い
え

ば
当
然
な
の
か
も
し
れ
な
い
。 

 

そ
の
、
マ
ル
ク
ス
主
義
的
共
産
主
義
に
対
す
る
希
望
的
感
情
は
、

同
時
に
当
時
に
於
け
る
既
存
社
会
へ
の
怒
り
を
孕
ん
で
い
る
。
そ
の

希
望
と
怒
り
の
一
端
を
垣
間
見
る
こ
と
が
出
来
る
の
が
、「
序
詩
」

で
あ
る
。 

 

一
言
目
に
す
で
に
、「
私
は
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
だ
」
と
の
言
葉

が
あ
る
。「
赤
裸
の
私
以
外
、
／
い
か
な
る
私
有
財
産
も
持
た
な
い
」

と
い
う
の
が
そ
の
理
由
で
あ
る
ら
し
い
。 

 

さ
て
、
私
な
ど
が
考
え
る
に
、
大
学
に
通
え
て
い
る
人
間
が
「
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
」
を
自
称
す
る
こ
と
自
体
、
本
来
的
意
味
に
於
け

る
、
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ
ー
に
対
極
さ
れ
る
べ
き
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の

人
々
に
申
し
訳
な
い
と
思
う
の
だ
が
、
そ
れ
は
そ
れ
、
こ
れ
は
詩
で

あ
る
。
こ
の
部
分
は
、
〝
認
識
す
る
自
己
〟
以
外
を
〝
所
有
〟
し
て

い
な
い
」
と
い
う
意
味
に
解
釈
し
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。 

 

郭
沫
若
は
続
く
句
の
中
で
、
「
女
神
」
を
「
わ
た
し
自
身
が
生
み

出
し
た
も
の
」
と
し
、
「
私
の
私
有
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
」
と

し
た
後
、「
私
は
共
産
主
義
者
に
な
り
た
い
」
と
し
、「
彼 
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出
し
た
も
の
」
と
し
、
「
私
の
私
有
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
」
と

し
た
後
、「
私
は
共
産
主
義
者
に
な
り
た
い
」
と
し
、「
彼
女
を
公
開

す
る
こ
と
に
し
た
」
と
い
う
。 

 

マ
ル
ク
ス
主
義
的
共
産
主
義
の
原
理
の
一
つ
に
、
私
有
財
産
の
否

定
が
あ
る
。
そ
れ
に
従
っ
て
、
彼
は
「
女
神
」
を
公
開
し
た
わ
け
で

あ
る
が
、
そ
れ
に
続
く
言
葉
は
、
「
女
神
」
が
自
己
の
“
同
志
”
と

も
言
う
べ
き
人
々
の
精
神
・
智
に
何
等
か
の
影
響
を
与
え
よ
と
い
う

も
の
で
あ
り
、
こ
れ
に
は
二
通
り
の
解
釈
が
出
来
る
と
思
う
。 

 

即
ち
、
文
学
的
に
、
何
等
か
の
感
銘
を
受
け
、
色
々
と
考
え
て
欲

し
い
と
い
う
願
い
と
、
自
己
と
同
じ
感
性
を
持
つ
人
々
に
対
す
る
、

共
産
主
義
的
思
想
の
発
露
に
対
す
る
願
い
で
あ
る
。
む
し
ろ
、
そ
の

両
方
で
あ
る
と
も
考
え
る
こ
と
が
出
来
る
。 

 

と
も
か
く
こ
の
詩
か
ら
見
え
て
く
る
の
は
、「
共
産
主
義
」
と
い

う
も
の
に
対
す
る
希
望
で
あ
り
、
共
産
主
義
に
対
す
る
皮
肉
は
感
じ

ら
れ
な
い
。
む
し
ろ
こ
の
詩
の
中
に
は
、
目
に
見
え
る
財
産
だ
け
で

は
な
く
、
目
に
見
え
な
い
財
産
、
即
ち
知
識
を
も
独
占
す
る
ブ
ル
ジ

ョ
ワ
ジ
ー
に
対
す
る
批
判
が
込
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。
そ

れ
ら
に
対
す
る
「
革
命
的
」
反
発
と
し
て
、
「
共
産
主
義
者
」
で
あ

る
「
私
」
は
、「
女
神
」
を
「
公
開
」
し
、「
私
と
同
じ
振
動
率
の
者
」、

「
私
と
同
じ
発
火
点
の
者
」、「
わ
が
愛
し
い
兄
弟
姉
妹
」
の
「
智
の

光
を
点
そ
う
」
と
考
え
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
そ
の
「
智
」
と
は

つ
ま
る
と
こ
ろ
、
当
時
の
現
状
に
対
す
る
批
判
能
力
を
担
保
す
る
智

で
あ
り
、
そ
れ
こ
そ
共
産
主
義
的
な
智
で
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ

は
つ
ま
る
と
こ
ろ
、
現
状
に
対
す
る
明
ら
か
な
怒
り
を
表
し
、
ま
た

同
時
に
、
現
状
を
打
開
す
る
手
段
と
し
て
の
マ
ル
ク
ス
主
義
的
共
産

主
義
に
対
す
る
希
望
を
示
す
も
の
で
あ
る
。 

 

い
わ
ゆ
る
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
と
郭
沫
若
の
作
品
の
相
違
に
つ
い
て 

 

関
東
大
震
災
に
際
し
て
芥
川
龍
之
介
が
用
い
た
「
プ
ロ
レ
タ
リ

ア
」
と
い
う
言
葉
が
、
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
有
名
に
な
っ
た
の
は
、
当

時
の 

ア
」
と
い
う
言
葉
が
、
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
有
名
に
な
っ
た
の
は
、
当

時
の
世
相
と
、
何
よ
り
も
マ
ル
ク
ス
主
義
的
共
産
主
義
に
対
す
る
知

識
人
達
の
傾
倒
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
思
う
。 

 

明
治
に
於
け
る
我
が
国
の
政
策
は
、
と
に
も
か
く
に
も
国
力
を
増

大
さ
せ
よ
う
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
政
策
の
中
で
省
み

ら
れ
な
か
っ
た
人
々
の
怒
り
を
、
一
部
の
知
識
人
達
が
さ
も
代
弁
す

る
よ
う
な
顔
を
し
て
書
き
連
ね
た
も
の
が
我
が
国
に
於
け
る
プ
ロ

レ
タ
リ
ア
文
学
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
が
滴
る
イ
ン
ク
の
染
み
以
上
の

も
の
で
あ
っ
た
と
は
、
到
底
思
い
難
い
。 

 

近
年
で
は
、
小
林
多
喜
二
の
『
蟹
工
船
』
が
再
評
価
さ
れ
、
映
画

化
ま
で
さ
れ
た
。
特
に
若
年
層
に
広
く
読
ま
れ
た
と
い
う
が
、
な
る

ほ
ど
、
近
年
新
潮
社
よ
り
出
版
さ
れ
た
『
ブ
ラ
ッ
ク
会
社
に
勤
め
て

る
ん
だ
が
、
も
う
俺
は
限
界
か
も
し
れ
な
い
』
と
同
じ
く
、
劣
悪
な

条
件
下
で
の
労
働
を
強
い
ら
れ
る
労
働
者
達
の
実
情
を
描
き
出
し

て
い
る
と
言
え
る
の
か
も
し
れ
な
い
。 

 

し
か
し
、『
蟹
工
船
』
も
『
党
生
活
者
』
も
、『
太
陽
の
な
い
街
』

も
『
セ
メ
ン
ト
樽
の
中
の
手
紙
』
も
、
結
局
の
と
こ
ろ
労
働
者
の
実

情
を
描
き
出
し
て
い
る
だ
け
な
の
で
あ
る
。
労
働
者
の
実
情
を
描
き

出
す
と
い
う
こ
と
は
、
労
働
者
階
級
以
外
の
人
々
に
対
し
て
、
労
働

者
階
級
が
ど
の
よ
う
な
生
活
を
送
っ
て
い
る
の
か
を
宣
伝
す
る
、
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
こ
と
は
、
実
践
運
動
に
何
等
寄
与

し
な
い
。
む
し
ろ
こ
れ
ら
い
わ
ゆ
る
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
は
、
実
践

運
動
と
は
何
等
関
係
の
無
い
と
こ
ろ
で
展
開
し
て
お
り
、
マ
ル
ク
ス

主
義
的
共
産
主
義
の
実
践
運
動
と
同
じ
地
平
線
上
で
語
ら
れ
て
い

い
も
の
で
は
な
い
。 

 

郭
沫
若
が
こ
れ
ら
、
い
わ
ゆ
る
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
と
決
定
的
に

方
向
性
を
異
に
し
て
い
る
の
は
、
い
わ
ゆ
る
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
が

単
な
る
描
写
に
終
始
し
て
い
る
の
に
対
し
、
郭
沫
若
の
作
品
が
、
実

践
運
動
の
方
向
性
を
示
そ
う
と
し
て
い
る
と
い
う
点
に
あ
る
。 
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言
う
な
れ
ば
、
い
わ
ゆ
る
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
は
「
プ
ロ
レ
タ
リ

ア
を
描
い
た
文
学
」
に
過
ぎ
ず
、
郭
沫
若
の
作
品
は
「
プ
ロ
レ
タ
リ

ア
の
た
め
の
文
学
」
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。 

 

「
夜
」
に
つ
い
て 

 

こ
の
短
い
詩
ほ
ど
、
郭
沫
若
の
作
品
の
中
で
共
産
主
義
的
な
作
品

は
な
い
だ
ろ
う
。
こ
の
詩
に
出
て
く
る
「
夜
」
と
い
う
言
葉
こ
そ
、

マ
ル
ク
ス
主
義
的
共
産
主
義
そ
の
も
の
の
メ
タ
フ
ァ
ー
に
他
な
ら

な
い
の
だ
か
ら
。 

 

試
み
に
、
「
夜
」
と
い
う
語
を
、
マ
ル
ク
ス
主
義
的
共
産
主
義
に

変
え
て
読
ん
で
み
る
こ
と
に
す
る
。
そ
う
す
る
と
、
マ
ル
ク
ス
主
義

的
共
産
主
義
は
、「
『
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
』」
で
あ
り
、「
全
人
類
を
抱
擁
」

し
、「
貧
富
・
貴
賎
を
区
別
」
せ
ず
、「
美
悪
、
賢
愚
を
区
別
」
せ
ず
、

ま
た
「
あ
ら
ゆ
る
不
幸
の
大
溶
鉱
炉
」
で
、
「
あ
ら
ゆ
る
平
和
の
大

技
師
」
で
あ
る
と
い
う
。
マ
ル
ク
ス
主
義
的
共
産
主
義
は
、
「
あ
ら

ゆ
る
不
幸
」
を
解
消
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
「
あ
ら
ゆ
る
平
和
」
を
作

り
出
す
と
い
う
。 

 

問
題
は
、
「
恨
む
べ
き
は
あ
の
外
来
の
光
、
／
こ
の
差
別
な
き
世

界
で
／
強
引
に
差
別
を
作
り
出
そ
う
と
す
る
も
の
」
と
い
う
表
現
で

あ
る
。
暗
闇
は
全
て
を
包
括
し
得
る
が
、
光
は
そ
う
で
は
な
い
。 

 

こ
の
「
光
」
は
、
「
私
有
財
産
」
の
メ
タ
フ
ァ
ー
で
あ
る
。
つ
ま

る
と
こ
ろ
、
私
有
財
産
を
無
く
せ
、
と
い
う
明
確
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
、

こ
の
詩
の
中
に
は
埋
め
込
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 
 お

わ
り
に 

 

今
ま
で
散
々
、
マ
ル
ク
ス
主
義
的
共
産
主
義
と
い
う
用
語
を
用
い

て
き
た
が
、
し
か
し
な
が
ら
実
際
的
問
題
と
し
て
、
マ
ル
ク
ス
主
義

に
い
わ
ゆ
る
「
本
流
」
と
い
う
も
の
は
存
在
し
な
い
。
現
状
、
そ
れ

ぞ
れ
の
「
マ
ル
ク
ス
主
義
」
の
下
、
論
者
達
は
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
範

囲
の
中
で
、
せ
せ
こ
ま
し
く
活
動
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
万
国
の

労
働
者
を
団
結
さ
せ
得
る
よ
う
な
、
思
想
的
に
も
実
践
運
動
の
方
法

論
と
し
て
も
優
秀
か
つ
、
指
導
的
な
役
割
を
果
た
し
得
る
議
論
は
、 

囲
の
中
で
、
せ
せ
こ
ま
し
く
活
動
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
万
国
の

労
働
者
を
団
結
さ
せ
得
る
よ
う
な
、
思
想
的
に
も
実
践
運
動
の
方
法

論
と
し
て
も
優
秀
か
つ
、
指
導
的
な
役
割
を
果
た
し
得
る
議
論
は
、

こ
こ
半
世
紀
の
間
、
見
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
る
。 

 

我
が
国
の
共
産
党
は
、
「
確
か
な
野
党
」
な
ど
と
い
う
、
有
権
者

を
小
ば
か
に
し
た
よ
う
な
こ
と
を
言
い
出
す
始
末
で
あ
る
し
、
社
会

民
主
党
も
、
ヴ
ィ
リ
ー
・
ブ
ラ
ン
ト
・
ハ
ウ
ス
と
は
雲
泥
の
差
の
、

老
朽
化
も
甚
だ
し
い
ビ
ル
の
部
屋
を
労
働
組
合
に
貸
し
出
し
て
や

っ
と
存
続
し
て
い
る
よ
う
な
状
況
で
、
彼
等
の
論
陣
は
労
働
組
合
運

動
の
援
護
さ
え
も
担
え
な
い
も
の
に
な
っ
て
い
る
。 

 

こ
う
し
て
、
組
織
の
存
続
の
た
め
だ
け
に
活
動
し
て
い
る
左
派
系

既
存
政
党
を
眺
め
て
い
る
と
、
郭
沫
若
が
抱
い
て
い
た
マ
ル
ク
ス
主

義
的
共
産
主
義
に
対
す
る
希
望
は
ど
こ
へ
行
っ
た
の
か
、
と
思
い
た

く
な
る
。 

 

そ
も
そ
も
、『
共
産
党
宣
言
』
に
つ
い
て
マ
ル
ク
ス
自
身
が
「
歴

史
的
文
書
」
だ
と
語
っ
て
い
る
よ
う
に
、
あ
る
理
論
が
生
ま
れ
て
も
、

そ
れ
は
時
代
を
経
る
こ
と
に
よ
っ
て
次
第
に
陳
腐
化
す
る
。
そ
れ
は

当
然
で
あ
っ
て
、
時
代
は
常
に
動
い
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 

ヘ
ー
ゲ
ル
は
揚
棄
と
い
う
概
念
を
用
い
て
い
る
。
当
然
、
マ
ル
ク

ス
も
こ
の
概
念
を
用
い
て
、
弁
証
法
的
唯
物
論
に
於
け
る
、
論
理
展

開
の
中
心
的
方
法
論
と
し
て
用
い
て
い
る
わ
け
で
あ
る
が
、
果
た
し

て
、
マ
ル
ク
ス
を
祖
と
す
る
思
想
体
系
が
、
そ
の
揚
棄
の
終
着
点
な

の
だ
ろ
う
か
？ 

む
し
ろ
論
者
達
は
、
一
度
マ
ル
ク
ス
主
義
の
本
義

に
立
ち
返
っ
て
、
ま
ず
は
マ
ル
ク
ス
主
義
そ
の
も
の
を
揚
棄
す
る
べ

き
で
あ
る
。 

 

若
い
郭
沫
若
は
こ
の
二
つ
の
詩
を
通
じ
て
、
マ
ル
ク
ス
主
義
の
本

義
、
共
産
主
義
者
達
が
実
践
す
る
に
あ
た
り
、
ど
の
よ
う
な
「
理
想
」

や
「
希
望
」
を
持
っ
て
い
た
か
を
再
確
認
さ
せ
て
く
れ
た
の
で
あ
る
。 

（
国
士
舘
大
学
文
学
部
文
学
科
日
本
文
学
・
文
化
専
攻 

在
学
中
）  
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「
資
料
紹
介
」 

 
 

《
五
十
万
年
の
死
角
》 

 

 

川
崎 

馨
子 

 

私
は
、
現
在
「
郭
沫
若
に
対
す
る
日
本
人
の
観
方
」
を
研
究
テ
ー

マ
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
日
本
の
文
学
作
品
の
中
で
描
写
さ

れ
る
「
郭
沫
若
」
の
人
物
像
と
い
う
も
の
も
、
こ
れ
を
構
成
す
る
一

つ
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
出
来
、
ま
た
そ
も
そ
も
文
学
作
品
の
登
場

人
物
は
、
作
者
及
び
読
み
手
と
の
間
で
の
何
ら
か
の
共
通
認
識
を
ベ

ー
ス
と
し
て
創
造
さ
れ
る
と
い
う
も
の
と
仮
定
す
る
と
、
そ
こ
に
現

れ
る
「
郭
沫
若
」
像
と
い
う
の
も
私
の
求
め
て
い
る
「
日
本
人
の
郭

沫
若
観
」
に
資
す
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
、
少
し
ず
つ
で
は
あ
る
が
、

関
連
す
る
作
品
を
調
べ
始
め
て
い
る
。
中
国
人
の
文
学
者
を
対
象
と

し
て
扱
っ
た
日
本
の
文
学
作
品
に
は
太
宰
治
の
「
惜
別
」
や
佐
藤
春

夫
の
「
ア
ジ
ア
の
子
」
な
ど
が
あ
る
が
、
今
回
私
の
読
ん
だ
作
品
の

中
で
、
ミ
ス
テ
リ
ー
小
説
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
で
は
あ
る
が
、
「
郭
沫

若
」
が
ス
ト
ー
リ
ー
の
中
で
、
重
要
な
役
割
を
演
じ
て
い
る
作
品
を

以
下
に
紹
介
し
た
い
。 

 
 

題
名
、
『
五
十
万
年
の
死
角
』
作
者
、
伴
野
朗
。
こ
の
作
品
は
一

九
七
六
年
処
女
作
と
し
て
発
表
さ
れ
、
江
戸
川
乱
歩
賞
を
受
賞
し
て

い
る
。
初
版
の
発
行
は
、
同
年
一
九
七
八
年
九
月
九
日
講
談
社
か
ら

で
、
二
七
七
ペ
ー
ジ
の
作
品
で
あ
る
。 

ま
た
、
伴
野
朗
自
身
は
、
一
九
三
六
年
七
月
十
六
日
愛
媛
県
松
山
市

生
ま
れ
二
〇
〇
四
年
二
月
二
十
七
日
没
。
東
京
外
国
語
大
学
中
国
語
学

科
を
卒
業
し
、
一
九
六
二
年
（
昭
和
三
七
）
朝
日
新
聞
社
に
入
社
。
一

九
八
六
年
か
ら
一
九
八
九
年
ま
で
上
海
支
局
長
を
歴
任
す
る
。
一
九
八

九
年
に
退
社
し
、
専
業
作
家
と
な
る
。 

 
 

以
下
作
品
の
概
要
及
び
、
作
品
中
に
描
か
れ
て
い
る
「
郭
沫
若
」 

の
人
物
像
に
つ
い
て
述
べ
る
。 

主
人
公
は
戸
田
駿
と
い
う
日
本
軍
の
軍
属
通
訳
で
あ
る
。
彼
は
、

亡
き
父
駿
介
の
影
響
で
中
国
に
関
心
を
持
ち
、
日
本
の
中
国
侵
略
を

機
に
大
陸
に
渡
っ
た
。
学
生
時
代
か
ら
の
漠
然
と
し
た
大
陸
へ
の
憧

れ
が
彼
を
駆
り
立
て
た
と
い
う
。
彼
の
父
は
、
中
国
へ
の
理
解
が
深

い
人
だ
っ
た
。
あ
る
日
、
彼
は
中
国
へ
渡
る
た
め
に
頼
っ
た
那
須
野

中
将
よ
り
、
あ
る
依
頼
を
受
け
る
。
那
須
野
中
将
は
軍
人
で
は
あ
る

が
、
解
剖
学
の
権
威
で
あ
り
、
考
古
学
に
も
深
い
造
詣
を
持
つ
人
物

で
あ
っ
た
。
そ
の
那
須
野
中
将
か
ら
の
依
頼
が
、「
北
京
原
人
の
捜

索
」
で
あ
っ
た
。
こ
れ
よ
り
以
前
「
北
京
原
人
」
は
、
発
見
さ
れ
た

四
十
二
体
が
、
当
時
北
京
協
和
医
科
大
学
に
て
保
管
さ
れ
て
お
り
、

こ
れ
を
戦
火
か
ら
守
る
為
、
那
須
野
中
将
が
、
高
村
大
尉
を
、
日
本

の
ア
メ
リ
カ
へ
の
宣
戦
布
告
の
時
間
に
合
わ
せ
て
派
遣
し
、
接
収
に

向
か
っ
た
が
既
に
「
北
京
原
人
」
そ
こ
に
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
捜
索
の
依
頼
を
、
戸
田
は
受
け
た
の
だ
っ
た
。 

捜
索
を
始
め
た
彼
は
、
早
速
そ
の
抜
群
の
記
憶
力
と
行
動
力
で

次
々
と
謎
を
解
決
し
、
発
見
へ
と
近
づ
い
て
行
く
。
だ
が
彼
は
捜
索

の
過
程
で
、
中
国
の
ど
ろ
ど
ろ
し
た
内
政
に
巻
き
込
ま
れ
て
い
く
こ

と
に
な
る
の
で
あ
る
。
日
本
軍
の
「
松
村
機
関
」、
中
国
国
民
党
の

「
藍
衣
社
」
中
国
共
産
党
に
時
に
は
助
け
を
借
り
、
時
に
は
命
を
狙

わ
れ
な
が
ら
解
決
の
糸
口
を
見
つ
け
て
い
く
。 

こ
の
中
で
戸
田
の
命
を
何
度
か
救
っ
た
の
が
、
「
国
志
宏
」
で
あ

っ
た
。
戸
田
と
の
最
初
の
出
会
い
の
場
面
か
ら
、
彼
は
た
だ
な
ら
ぬ

雰
囲
気
を
醸
し
出
し
て
い
た
。
中
国
を
立
て
直
す
た
め
の
確
固
た
る

意
志
を
持
っ
た
人
物
で
あ
り
、
読
者
に
あ
く
ま
で
聡
明
で
上
品
な
雰

囲
気
を
与
え
て
い
る
。
命
の
恩
人
で
あ
る
彼
に
、
戸
田
は
最
初
に
出

会
っ
た
時
か
ら
あ
る
種
の
親
密
感
を
覚
え
て
い
た
し
、
読
者
の
私
も

彼
が
登
場
す
る
た
び
に
、
安
心
し
た
気
持
ち
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
る
。 
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し
か
し
そ
の
イ
メ
ー
ジ
の
彼
は
時
に
革
命
者
の
顔
を
覗
か
せ
る
。 

ス
ト
ー
リ
ー
の
な
か
で
、
彼
は
実
質
的
に
は
日
本
軍
の
主
人
公
と

は
敵
で
あ
る
は
ず
な
の
だ
が
、
「
悪
役
」
と
し
て
は
描
か
れ
て
い
な

い
。
彼
は
戸
田
と
利
害
が
一
致
す
る
部
分
で
、
戸
田
と
は
友
人
の
よ

う
に
接
し
て
い
た
し
、
と
て
も
好
感
の
持
て
る
人
物
で
あ
っ
た
。
し

か
し
、
そ
こ
に
は
少
な
か
ら
ず
作
者
の
思
惑
が
あ
っ
た
は
ず
で
あ

る
。
少
な
く
と
も
、
こ
の
「
国
志
宏
」
に
対
し
て
読
者
は
悪
い
印
象

は
抱
か
な
い
。
そ
れ
は
「
国
志
宏
」
に
限
ら
ず
、
作
中
で
登
場
す
る

中
国
人
は
皆
、
一
人
の
人
間
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
人
物
像
が
あ
り
、

決
し
て
中
国
人
を
た
だ
の
敵
国
の
人
間
と
し
て
は
描
い
て
い
な
い

の
で
あ
る
。 

 

こ
う
し
て
彼
は
と
う
と
う
北
京
原
人
の
半
数
の
二
十
一
体
の
在

処
を
見
事
に
探
し
当
て
る
の
で
あ
る
。
こ
の
事
実
を
彼
は
、
「
国
志

宏
」
に
告
げ
る
。
し
か
し
「
松
村
機
関
」
「
藍
衣
社
」
も
独
自
に
こ

の
情
報
を
掴
み
「
北
京
原
人
」
を
奪
取
し
よ
う
と
戦
い
を
繰
り
広
げ

る
。
こ
の
戦
い
の
中
で
「
北
京
原
人
」
二
十
一
体
は
焼
失
し
て
し
ま

い
、
戸
田
自
身
も
重
傷
を
負
い
日
本
へ
送
還
さ
れ
る
。
そ
の
後
病
院

の
ベ
ッ
ド
の
上
で
、
戸
田
は
、
一
通
の
手
紙
を
受
け
取
る
。
差
出
人

は
あ
の
「
国
志
宏
」
で
あ
っ
た
。 

 

彼
は
手
紙
の
中
で
、
自
分
が
九
州
帝
大
に
学
ん
だ
こ
と
、
日
本
に

妻
子
が
居
る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
も
触
れ
、
こ
れ
ら
の
部
分
で
は
一

見
、
彼
は
日
本
の
妻
子
を
捨
て
た
よ
う
に
も
と
れ
る
の
だ
が
、
こ
の

こ
と
に
つ
い
て
は
「
だ
が
、
い
ま
は
革
命
の
た
め
、
私
は
私
情
を
捨

て
ま
し
た
」
と
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
言
葉
は
、
妻
子
を
顧
み
ず
に
自

ら
革
命
に
身
を
投
じ
た
言
い
訳
に
も
、
美
談
に
も
聞
こ
え
る
か
も
し

れ
な
い
。
し
か
し
作
中
で
は
あ
く
ま
で
こ
れ
が
彼
の
「
理
由
」
な
の

で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
手
紙
に
は
「
子
子
孫
孫
ま
で
の
日
中
友
好
関

係
が
築
か
れ
ん
こ
と
を
念
じ
つ
つ
」
と
の
言
葉
が
あ
り
、
彼
は
日
中 

友
好
を
望
む
人
物
の
一
員
で
も
あ
る
の
だ
。 

 

十
二
年
後
、
戸
田
は
偶
然
新
聞
で
、
建
国
間
も
な
い
中
華
人
民
共

和
国
の
共
産
党
代
表
団
が
ウ
ィ
ー
ン
を
訪
れ
た
記
事
を
み
て
、
そ
の

代
表
団
の
中
に
副
団
長
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
「
郭
沫
若
」
に
目

を
留
め
る
。
そ
の
人
物
こ
そ
、
あ
の
「
国
志
宏
」
で
あ
っ
た
。 

 

以
上
、
主
に
こ
の
小
説
に
お
け
る
「
郭
沫
若
」
の
描
写
に
つ
い
て

述
べ
た
が
、
要
す
る
に
こ
の
作
品
は
通
常
の
ミ
ス
テ
リ
ー
小
説
で
は

な
く
、
「
郭
沫
若
」
と
い
う
人
物
を
今
日
の
中
華
人
民
共
和
国
建
国

の
父
の
一
人
と
し
て
、
当
時
の
中
国
情
勢
を
合
わ
せ
巧
み
に
描
き
出

し
た
文
学
作
品
で
も
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 
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垂
水
健
一
会
員
が
逝
去
さ
れ
た
。 

 

垂
水
会
員
は
一
九
三
九
年
生
ま
れ
、
大
阪
市
立
大
学

文
学
部
中
国
学
科
出
身
。 

中
日
新
聞
社
会
部
記
者
を
経
て
、
東
京
新
聞
・
中
日

新
聞
の
香
港
、
上
海
、
北
京
の
特
派
員
を
歴
任
。
中
国

滞
在
は
延
べ
十
年
に
及
ぶ
。
東
京
新
聞
編
集
委
員
の
傍

ら
、
大
東
文
化
大
学
、
慶
応
義
塾
大
学
非
常
勤
講
師
と

し
て
日
中
関
係
を
講
じ
た
。 

退
社
後
は
日
中
友
好
協
会

機
関
誌
『
日
本
と
中
国
』
編
集
長
を
務
め
た
。 

 

会
報
に
は
「
〝
劇
的
な
〟
『
屈
原
』
と
の
再
会
」
（
会

報
第
２
号
二
〇
〇
三
年
八
月
）
を
執
筆
し
て
い
た
だ
い

た
。
学
生
時
代
に
演
劇
部
に
所
属
し
、
卒
業
論
文
で
中

国
演
劇
を
テ
ー
マ
に
選
ん
だ
垂
水
会
員
が
、
卒
論
執
筆

中
に
読
ん
だ
郭
沫
若
の
戯
曲
『
屈
原
』
の
こ
と
を
書
い

た
も
の
だ
っ
た
。 

享
年
七
三
歳
。
ご
冥
福
を
お
祈
り
す
る
。 



 

               

第
三
回
國
際
郭
沫
若
学
会
国
際
会
議 

 
―
郭
沫
若
誕
生
百
二
十
周
年
記
念
学
会
―
報
告 

 

藤
田 

梨
那 

  

今
年
六
月
二
十
七
日
～
三
十
に
か
け
て
、
第
三
回
國
際
郭
沫
若
学

会
国
際
会
議
は
ロ
シ
ア
の
サ
ン
ク
ト
・
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
に
て
開
催
さ

れ
た
。
今
年
は
郭
沫
若
生
誕
百
二
十
周
年
に
あ
た
り
、「
世
界
文
化

に
対
す
る
郭
沫
若
の
業
績
」
を
中
心
テ
ー
マ
に
記
念
学
会
に
し
た
。

サ
ン
ク
ト
・
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
大
学
、
中
国
郭
沫
若
記
念
館
と
共
催
で

開
催
さ
れ
た
。
郭
沫
若
は
一
九
五
〇
年
代
に
文
化
人
と
し
て
、
ま
た

政
府
要
人
と
し
て
、
前
後
十
五
回
ほ
ど
当
時
の
ソ
ビ
エ
ト
と
サ
ン
ク

ト
・
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
を
訪
問
し
た
こ
と
が
あ
り
、
サ
ン
ク
ト
・
ペ
テ

ル
ブ
ル
ク
と
も
ご
縁
が
深
い
と
言
え
る
。 

 

学
会
に
は
十
の
国
か
ら
、
百
十
二
名
の
学
者
が
出
席
し
た
。
日
本

か
ら
は
藤
田
梨
那
、
河
内
利
治
、
張
忠
任
、
堀
河
英
嗣
の
四
名
が
出

席
し
た
。
開
会
に
際
し
て
、
中
国
大
使
館
サ
ン
ク
ト
・
ペ
テ
ル
グ
ル

ブ
領
事
部
総
領
事
謝
小
用
氏
、
国
際
郭
沫
若
学
会
会
長
藤
田
梨
那
、

中
国
郭
沫
若
記
念
館
副
館
長
李
暁
虹
氏
が
開
会
の
挨
拶
を
し
た
。
そ

の
後
早
速
研
究
発
表
に
入
っ
た
。
主
題
講
演
は
ロ
シ
ア
社
会
学
院
の

V
la

d
im

ir M
y
a
sn

ik
o
v

氏
と
中
国
山
東
師
範
大
学
教
授
魏
建
が
行

な
っ
た
。V

la
d

im
ir M

y
a
sn

ik
o
v

氏
は
一
九
六
〇
年
代
中
国
で
郭

沫
若
と
交
流
し
た
経
験
を
紹
介
し
、
ま
た
二
〇
〇
一
年
に
亡
く
な
っ

た
ロ
シ
ア
の
研
究
者

C
.A

.M
a

p
o
b

a

氏
の
郭
沫
若
研
究
と
著
書
を

紹
介
し
た
。 

今
回
の
学
会
の
一
つ
の
特
徴
は
若
い
学
者
が
多
く
出
席
し
、
し
っ

か
り
し
た
研
究
成
果
を
発
表
し
た
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、
中
国
楽

山
師
範
学
院
楊
玉
英
氏
は
「J

a
ro

s
la

 
P

ru
se

k
 

の
郭
沫
若
初
期
の

小
説
研
究
」
と
題
す
る
発
表
を
し
た
。 

 

一
九
六
〇
年
代
チ
ェ
コ
の
文
学
研
究
者J

a
ro

sla
 
P

ru
se

k

は
茅

盾
、
郭
沫
若
、
郁
達
夫
に
つ
い
て
の
研
究
を
出
版
し
た
。
し
か
し
こ

れ
は
当
時
の
プ
ラ
ハ
東
方
研
究
所
内
部
資
料
の
形
と
し
て
の
出
版

で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
最
初
の
郭
沫
若
研
究
の

成
果
で
あ
る
。
楊
氏
は
具
体
的
にJ

a
ro

sla
 
P

ru
se

k

の
研
究
を
紹

介
し
た
。
楊
氏
の
発
表
は
郭
沫
若
研
究
に
関
す
る
新
た
な
発
見
と
い

え
る
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
鄭
怡
教
授
は
郭
沫
若
の
人
生
変
遷
と
そ

の
詩
歌
に
つ
い
て
研
究
成
果
を
発
表
し
た
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ウ

イ
ー
ン
大
学
学
生

V
e
ste

ro
v
a

 
B

a
rb

o
ra

は
郭
沫
若
初
期
の
漢
詩

に
つ
て
の
研
究
成
果
を
発
表
し
た
。 

 

各
国
の
学
者
は
三
日
間
の
討
論
で
盛
ん
に
意
見
交
換
を
行
な
い
、

有
意
義
な
交
流
を
し
た
。 

 ･･･････････
･･････

･･･
･･･

･
･･･････････････････････････ 

研
究
動
向 

 

郭
沫
若
生
誕
百
二
十
周
年
記
念
行
事
、
次
々
に
挙
行 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

郭
沫
若
は
一
八
九
二
年
十
一
月
十
六
日
に
生
ま
れ
た
。
今
年
は
彼

の
生
誕
百
二
十
周
年
に
あ
た
る
た
め
、
こ
れ
を
記
念
す
る
多
く
の

行
事
が
挙
行
さ
れ
て
い
る
。 

 

 

『
郭
沫
若
研
究
文
献
彙
要
』
の
出
版 

 

ま
ず
郭
沫
若
研
究
の
上
で
最
大
の
事
業
が
『
郭
沫
若
研
究
文
献
彙

要
』（
以
下
『
文
献
彙
要
』）
の
出
版
で
あ
る
。『
文
献
彙
要
』
は
も

と
も
と
二
〇
〇
六
年
四
川
省
哲
学
社
会
科
学
研
究
計
画
の
課
題
と

し
て
採
用
さ
れ
た
も
の
で
、
二
〇
一
〇
年
ま
で
三
年
の
時
間
と
、
の

べ
二
十
数
名
の
研
究
者
が
結
集
し
て
完
成
し
た
。
楊
勝
寛
（
楽
山
師 
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範
学
院
教
授
）
、
蔡
震
（
中
国
社
会
科
学
院
研
究
員
、
中
国
郭
沫
若

学
会
会
長
）
両
氏
が
総
主
編
と
な
り
、
今
年
七
月
、
上
海
書
店
出
版
社

か
ら
刊
行
さ
れ
た
。 

こ
れ
は
一
九
二
〇
年
か
ら
二
〇
〇
八
年
ま
で
の
約
九
十
年
に
わ

た
る
、
郭
沫
若
研
究
の
文
献
一
万
余
編
か
ら
、
七
百
余
編
、
五
百
余

万
字
を
精
選
し
、
巻
一
「
総
論
」
、
巻
二
「
史
実
」、
巻
三
「
交
往
」、

巻
四
・
五
「
思
想
文
化
」
、
巻
六
「
文
学
・
詩
歌
」、
巻
七
「
文
学
・

戯
劇
」
、
巻
八
「
文
学
・
小
説
、
散
文
、
中
外
文
学
比
較
」、
巻
九
・

十
「
歴
史
」
、
巻
十
一
「
考
古
・
古
文
字
」、
巻
十
二
「
教
育
、
新
聞

出
版
、
書
信
、
書
法
」
、
巻
十
三
「
研
究
之
研
究
」
の
項
目
に
分
類

し
、
さ
ら
に
附
巻
「
郭
沫
若
研
究
資
料
索
引
」
を
加
え
た
十
四
の
分

冊
と
し
て
編
集
、
刊
行
し
た
も
の
で
あ
る
。
巻
一
に
は
蔡
震
に
よ
る

長
文
の
「
導
論
」
が
お
か
れ
、
郭
沫
若
研
究
の
主
要
な
成
果
を
紹
介

し
な
が
ら
、
九
十
年
間
の
研
究
を
総
括
し
て
い
る
。
今
回
の
『
彙
要
』

の
刊
行
は
、
過
去
九
十
年
間
の
研
究
の
蓄
積
の
公
開
で
あ
り
、
重
要

な
文
献
を
一
挙
に
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
郭
沫

若
研
究
の
重
要
な
基
礎
が
築
か
れ
た
わ
け
で
、
今
後
の
研
究
を
大
き

く
前
進
さ
せ
る
も
の
と
な
る
だ
ろ
う
。 

 

『
郭
沫
若
生
誕
百
二
十
周
年
記
念 

国
際
学
術
研
討
会
』
開
催 

 

十
一
月
十
六
日
郭
沫
若
生
誕
の
日
に
合
わ
せ
て
、
郭
沫
若
の
故

郷
、
四
川
省
楽
山
市
沙
湾
の
沫
若
国
際
大
酒
店
に
お
い
て
「
〈
郭
沫

若
与
文
化
中
国
〉
国
際
学
術
研
討
会
」
が
開
催
さ
れ
、
国
内
外
の
百

二
十
名
余
り
の
研
究
者
が
参
加
し
た
。
国
外
か
ら
は
韓
国
、
ド
イ
ツ
、

ス
ロ
バ
キ
ア
、
ク
ロ
ア
チ
ア
の
研
究
者
が
参
加
し
た
が
、
日
本
の
研

究
者
に
は
今
夏
以
来
の
日
中
関
係
に
配
慮
し
た
地
元
政
府
の
意
向

で
、
参
加
の
通
知
が
な
か
っ
た
。 

 

郭
沫
若
研
究
年
鑑
』
刊
行 

 

『
郭
沫
若
学
刊
』
第
百
期
を
迎
え
る 

 『
彙
要
』
が
過
去
九
十
年
の
郭
沫
若
研
究
鳥
瞰
す
る
も
の
だ
と
す
れ

ば
、
現
在
の
そ
れ
と
し
て
昨
年
か
ら
『
郭
沫
若
研
究
年
鑑
』（「
二
〇

一
〇
巻
」
は
人
民
出
版
社
、
二
〇
一
一
年
九
月
）
が
出
版
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
郭
沫
若
研
究
の
専
門
誌
『
郭
沫
若
学
刊
』（
四
川
省
郭
沫

若
研
究
学
会
）
が
今
年
六
月
で
通
算
百
号
を
迎
え
た
。
こ
の
よ
う
に

郭
沫
若
研
究
の
領
域
で
は
、
ど
こ
で
だ
れ
が
ど
う
い
う
研
究
を
行
な

っ
て
い
る
か
と
い
う
情
報
や
、
そ
れ
ら
の
研
究
論
文
の
概
要
を
知
る

こ
と
の
で
き
る
条
件
が
整
い
つ
つ
あ
る
。 

  

『
女
神
』
刊
行
九
十
周
年
記
念 

国
際
学
術
研
討
会
参
加
記 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

岩
佐 

昌
暲 

 
 

 

 

郭
沫
若
の
名
を
不
動
の
も
の
に
し
た
詩
集
『
女
神
』
は
一
九
二
一

年
八
月
に
出
版
さ
れ
た
。
昨
年
は
そ
の
九
十
周
年
に
あ
た
る
。
そ
れ

を
記
念
し
、
二
〇
一
一
年
十
月
二
八
日
―
三
一
日
四
川
省
南
充
市
の

西
華
師
範
大
学
に
お
い
て
「《
女
神
》
与
二
〇
世
紀
中
国
文
学
国
際

学
術
研
討
会
暨
青
年
論
壇
」
が
開
催
さ
れ
た
。 

 
こ
の
学
会
に
は
国
内
研
究
者
の
ほ
か
、
ド
イ
ツ
、
韓
国
、
香
港
か

ら
も
参
加
者
が
あ
っ
た
。
会
議
は
同
大
学
図
書
館
で
開
催
さ
れ
、
当

日
配
布
さ
れ
た
『
会
議
論
文
集
』
だ
け
で
合
計
四
十
五
本
の
研
究
論

文
が
提
出
さ
れ
た
。
私
や
ド
イ
ツ
の
研
究
者
は
締
め
切
り
に
間
に
合
わ

ず
、
会
場
で
レ
ジ
ュ
メ
を
配
っ
た
の
で
、
そ
う
い
う
も
の
も
入
れ
れ
ば
、

提
出
論
文
の
数
は
論
文
の
数
は
五
十
近
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。 
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会
場
の
討
論
は
か
な
り
激
し
く
、
単
に
言
い
っ
ぱ
な
し
、
聞
き
っ
ぱ

な
し
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、
実
り
あ
る
も
の
だ
っ
た
。
日
本
か
ら
の

参
加
者
は
私
だ
け
で
、
日
本
に
お
け
る
『
女
神
』
研
究
の
歴
史
、
お

よ
び
現
状
に
つ
い
て
報
告
し
た
。
な
お
、
こ
の
報
告
は
熊
本
学
園
大

学
の
紀
要
に
発
表
し
た
も
の
の
中
国
語
訳
で
、
今
年
『
郭
沫
若
学
刊
』

第
百
期
、
二
〇
一
二
年
六
月)

に
掲
載
さ
れ
た
。 

南
充
は
成
都
か
ら
特
急
で
一
時
間
ほ
ど
の
町
で
、『
三
国
志
』
の

著
者
・
陳
寿
の
出
身
地
（
現
地
に
着
い
て
初
め
て
知
っ
た
）
で
、
市

内
に
広
大
な
記
念
公
園
が
あ
る
。
ま
た
中
国
紅
軍
の
創
設
者
の
一
人

で
も
あ
る
朱
徳
の
出
身
地
も
こ
の
近
く
で
あ
る
。
だ
が
、
私
の
よ
う

な
現
代
文
学
研
究
者
に
は
、
そ
れ
よ
り
も
八
〇
年
代
中
国
現
代
詩
の

一
大
勢
力
で
あ
っ
た
「
第
三
代
詩
人
」
の
一
グ
ル
ー
プ
「
莽
漢
主
義
」

の
詩
人
た
ち
の
拠
点
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
の
方
に
よ
り
興
味
が
あ

る
。
し
か
も
「
莽
漢
主
義
」
詩
人
た
ち
は
、
大
会
開
催
校
の
西
華
大

学
が
ま
だ
西
華
師
範
学
院
と
呼
ば
れ
て
い
た
こ
ろ
の
学
生
た
ち
で

あ
っ
た
。
た
だ
、
こ
れ
も
帰
国
後
に
知
っ
た
知
識
で
、
事
前
に
そ
れ

を
知
っ
て
い
た
ら
、
と
悔
や
む
と
と
も
に
自
分
の
無
知
を
恥
じ
た
。 

話
が
脇
道
に
そ
れ
た
。
肝
心
の
学
会
で
は
、
蔡
震
氏
（
中
国
郭
沫

若
研
究
会
会
長
）
の
「
《
女
神
》
九
十
年
随
感
」
に
感
銘
を
受
け
た
。

彼
の
主
張
は
「
《
女
神
》
は
、
郭
沫
若
に
明
確
な
「
文
学
を
創
作
し

よ
う
」
と
い
う
意
識
が
あ
っ
て
作
ら
れ
た
詩
で
は
な
い
。
か
れ
は
当

時
は
文
学
青
年
と
は
言
え
た
に
し
て
も
、
一
人
の
留
学
生
に
す
ぎ

ず
、
そ
の
詩
は
余
暇
の
文
学
的
創
作
に
す
ぎ
な
か
っ
た
」「
一
人
の

中
国
留
学
生
、
し
か
も
医
学
専
攻
の
学
生
が
、
九
州
の
留
学
生
活
中
で

の
感
慨
や
、
思
い
、
思
考
と
い
っ
た
も
の
を
口
語
自
由
詩
の
形
で
書

き
と
め
た
。
そ
れ
を
集
め
、
出
版
し
た
も
の
が
中
国
現
代
詩
の
歴
史

的
起
点
と
な
っ
た
、
な
ん
と
面
白
い
こ
と
で
は
な
い
か
」
と
い
う
点

が
出
発
点
で
あ
る
。
そ
こ
か
ら
蔡
震
氏
は
自
分
の
《
女
神
》
論
を
展 

開
す
る
わ
け
で
あ
る
。
彼
は
、
こ
こ
に
は
二
つ
の
考
察
に
値
す
る
問 

題
が
含
ま
れ
る
と
言
う
。 

一
つ
は
詩
の
書
か
れ
た
背
景
（
当
時
の
日
本
の
社
会
的
文
化
的
背

景
）
で
、
こ
れ
が
『
女
神
』
の
重
要
な
内
容
を
な
す
。
も
う
一
つ
は
、

郭
沫
若
が
新
詩
（
現
代
詩
）
を
書
い
た
無
（
文
学
）
目
的
性
、
つ
ま

り
「
文
学
」
と
し
て
書
こ
う
と
し
て
い
な
か
っ
た
点
で
、
こ
れ
が
『
女

神
』
を
世
に
問
う
原
動
力
だ
っ
た
、
と
言
う
の
で
あ
る
。
蔡
氏
は
、

要
す
る
に
『
女
神
』
時
代
の
郭
沫
若
は
、
自
己
の
内
心
世
界
の
感
動
を

表
現
し
、
内
に
鬱
積
し
た
情
感
を
吐
き
出
し
た
い
と
だ
け
考
え
て
お

り
、
そ
れ
を
自
由
自
在
な
仕
方
で
書
い
た
の
だ
、
と
主
張
す
る
わ
け
で

あ
る
。
い
さ
さ
か
乱
暴
な
形
で
蔡
氏
の
主
張
の
出
発
点
を
紹
介
し
た

が
、
私
が
感
銘
を
受
け
た
の
は
、
こ
こ
に
郭
沫
若
を
神
格
化
し
た
り
、

こ
れ
ま
で
積
み
重
ね
ら
れ
て
き
た
『
女
神
』
論
の
あ
れ
こ
れ
を
顧
慮
せ

ず
、
「
王
さ
ま
は
裸
だ
」
と
言
い
切
る
リ
ア
リ
ズ
ム
の
精
神
を
み
る
か

ら
で
あ
る
。
短
い
文
章
で
蔡
氏
の
意
見
は
紹
介
し
き
れ
な
い
が
、
長
年

に
わ
た
っ
て
郭
沫
若
研
究
を
し
て
き
た
氏
の
意
見
に
は
、
精
巧
な
実
証

的
論
文
を
木
っ
端
み
じ
ん
に
す
る
よ
う
な
力
が
あ
っ
た
。 

こ
の
ほ
か
の
研
究
発
表
で
は
、
毎
回
意
表
を
突
く
発
表
で
議
論
を
巻

き
起
こ
す
、
李
怡
（
北
京
師
範
大
学
）
の
「
《
女
神
》
与
中
国
〝
浪
漫

主
義
〟
問
題
」
と
、
魏
建
（
山
東
師
範
大
学
）
の
「《
鳳
凰
涅
槃
》：
六

十
年
的
誤
読
」
が
私
に
は
面
白
か
っ
た
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
ま
た

別
な
機
会
に
紹
介
し
た
い
。
時
間
を
や
り
く
り
し
て
の
学
会
参
加
だ
っ

た
が
、
こ
の
た
び
も
久
し
ぶ
り
に
脳
を
活
性
化
さ
せ
る
快
感
を
味
わ
う

こ
と
が
で
き
た
。 

▼
▼
▼
▼ 

編
集
後
記 

▼
▼
▼
▼
▼
▼
▼
▼
▼
▼
▼
▼
▼
▼
▼
▼
▼
▼
▼
▼
▼
▼
▼ 

予
定
を
大
幅
に
遅
れ
て
の
発
行
で
あ
る
。
早
く
か
ら
原
稿
を
寄
せ
て

く
だ
さ
っ
た
会
員
に
ご
寛
恕
を
乞
う
。
今
年
は
郭
沫
若
生
誕
百
二
十
周

年
の
節
目
と
い
う
の
に
、
日
中
関
係
の
不
調
も
与
っ
て
、
中
国
の
記
念

学
会
に
参
加
で
き
ず
、
当
研
究
会
と
し
て
も
何
も
で
き
な
か
っ
た
。 

来
年
は
当
会
の
設
立
十
周
年
。
来
年
を
期
し
た
い
。(

岩
佐) 
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